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張
子
は
内
機
を
酪
く
し

単
生
は
外
像
を
蔽
う

一
時
に
冥
筆
を
排
す

冷
然
た
る
空
中
に
賞
あ
り

此
の
弱
喪
の
情
を
遺
り
て

神
を
資
い
て
独
往
に
任
せ
ん

薬
を
白
雲
の
限
に
採
り
て

聯
か
以
て
養
う
一
助
を
患
に
せ
ん

丹
誌
は
芳
穫
を
耀
か
す

緑
竹
は
関
微
を
蔭
う
が
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と
く

若
若
と
し
て
意
を
寄
せ
て
勝
り
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去
失
従
一
的
欲

得
失
非
外
奨

至
哉
操
斤
客

重
明
固
己
朗

五
難
既
漉
落

超
誠
一
絶
塵
網

欲
す
る
所
に
従
い
て

得
失
は
外
奨
に
非
ず

至

れ

る

か

な

斤

を

操

る

客

の

重
明
に
し
て
固
に
己
に
朗
ら
か
な
る
は

そ
そ

五
難
既
に
灘
、
ぎ
落
つ
れ
ば

速
を
超
え
て
塵
網
を
絶
つ

去
り
し

[
押
韻
]

O
像
・
賞
・
往
・
養
・
倣
・
上
・
饗
・
奨
・
朗
・
綿
(
上
声
第
三
十
六

養
韻
)

(
司
校
正
宋
本
広
韻
』
芸
文
印
書
館

09 ・ 0702 ，--， 
丹 建採i単校
蕗州薬生観j
矯i本白蔽]
芳〉雲外

務隈像i

一
九
六
七
年
に
拠
る
)

「
単
生
蔽
外
象
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
〉

「
一
米
薬
自
信
一
宮
隈
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本

「
丹
詰
耀
芳
荏
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉

「
丹
誌
曜
芳
定
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
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-
建
州
本
〉

ω
緑
竹
割
閑
散
「
線
竹
域
関
倣
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
建
州
本
〉

ロ
不
覚
凌
虚
上
「
不
覚
陵
虚
上
」
〈
尤
刻
本
・
拐
刻
本
・
因
子
監
本

・
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

mω

超
迩
絶
塵
網
「
超
迩
絶
塵
綱
」
〈
明
州
本
〉

〔訳〕張
毅
は
内
面
を
疎
か
に
し
て
、
単
豹
は
外
面
を
疎
か
に
し
て
、

人
と
も
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
ら
の
よ
う
な
世
俗
の
中
で
偏

っ
た
考
え
に
囚
わ
れ
な
い
で
、
す
ぐ
に
し
が
ら
み
や
俗
世
か
ら
脱
し

よ
う
。
是
非
に
囚
わ
れ
な
い
さ
わ
や
か
な
空
中
に
こ
そ
趣
が
あ
る
の

だ
。
こ
の
若
く
し
て
故
郷
に
帰
ろ
う
と
し
な
い
弱
喪
の
心
に
ま
か
せ

て
、
心
を
養
い
自
然
の
変
化
に
任
せ
て
い
こ
う
。
仙
人
に
な
る
た
め

の
薬
を
白
雲
の
湾
曲
か
ら
採
っ
て
、
し
ば
ら
く
自
由
気
ま
ま
に
ふ
る

ま
お
う
。
朱
草
は
赤
く
輝
き
、
大
き
く
青
々
と
育
っ
た
竹
は
明
る
い

空
を
覆
い
尽
く
す
。
そ
の
よ
う
な
高
く
育
っ
た
竹
の
よ
う
に
、
脱
俗

の
思
い
が
空
に
近
づ
い
て
世
俗
に
打
ち
勝
ち
、
知
ら
な
い
う
ち
に
天

空
を
凌
ぐ
気
持
ち
で
あ
る
。
飾
り
格
子
の
か
か
る
窓
に
清
ら
か
な
嵐

が
当
た
り
、
石
室
の
遠
く
奥
深
い
と
こ
ろ
か
ら
仙
人
の
声
が
関
こ
え

七
回
頁

る
。
仙
人
と
な
る
た
め
に
自
分
の
心
に
従
っ
て
進
ん
だ
た
め
、
す
で

に
世
俗
の
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
得
や
失
と
い
っ
た
も
の
は
世

俗
の
外
に
は
な
い
。
甚
だ
し
い
も
の
だ
、
あ
の
「
斧
を
操
る
人
」
の

故
事
に
み
ら
れ
る
心
を
よ
り
合
わ
せ
た
二
人
の
心
の
清
く
澄
み
切
っ

た
様
子
は
。
そ
の
二
人
の
心
の
澄
明
の
ご
と
く
、
心
に
ま
と
う
五
難

が
既
に
締
一
麗
に
洗
い
流
さ
れ
た
な
ら
ば
、
世
俗
を
超
え
て
し
が
ら
み

を
絶
つ
こ
と
が
で
き
る
。

{
許
徴
君
(
自
序
)
謁
}

①

②

 

李
益
口
〔
口
、
晋
中
興
室
田
臼
、
高
陽
許
諦
字
玄
度
。
寓
居
会
稽
。

察
諜
僻
不
起
。
読
有
才
藻
善
属
文
。
子
持
人
士
皆
欽
愛
之
。

紗
臼
、
徴
、
為
司
徒
接
不
就
。
故
号
徴
君
。
好
神
仙
遊
、
楽
総
遁
之

事
。
故
自
序
本
壊
所
好
之
事
在
集
。
文
通
今
擬
之
。
祖
式
撲
楊
大

③

(

?

?

〕

③

守
。
父
助
山
陰
令
。
隠
録
一
五
、
詞
捻
角
奇
秀
。
衆
謂
神
章
。
隠
在

会
稽
幽
究
山
、
与
謝
安
支
遁
遊
。
遊
処
以
h

℃
釣
噺
一
一
諒
為
事
。
雑
説
云
、

詞
性
好
山
水
市
渉
是
遊
。
時
人
謂
、
許
嫁
非
止
有
勝
情
、
亦
有
済
世

@
 

之
具
。
檀
氏
論
文
章
日
、
自
王
褒
楊
雄
諸
賢
尚
賦
煩
。
比
白
体
則
詩
騒
、 司

従



傍
綜
百
家
之
一
一
言
。
及
至
建
安
市
詩
章
大
備
。
逮
至
西
朝
之
末
、
播
陸

之
徒
、
雄
復
特
有
質
文
、
市
宗
帰
一
也
。
正
始
中
、
王
弼
何
回
安
尚
老

@
 

荘
玄
勝
之
談
、
世
遂
貴
駕
。
至
江
左
、
李
充
尤
威
。
故
郭
瑛
五
言
詩
、

始
会
合
道
家
之
言
市
韻
之
。
愛
及
孫
興
公
転
相
祖
尚
。
又
加
以
釈
氏

三
世
之
辞
市
詩
騒
之
体
尽
失
。
至
義
組
…
、
謝
混
改
鷲
。
前
僻
司
従
橡

不
就
。
嘗
一
出
都
迎
姉
、
衛
文
皇
帝
説
其
情
理
、
毎
造
膝
清
談
、
必

以
夜
計
日
者
也
。

李
善
日
く
、
耳
目
中
興
書
に
日
く
、
高
陽
の
許
詞
{
子
は
玄
度
。

に
寓
居
す
。
司
徒
察
誤
に
砕
さ
る
る
も
起
た
ず
。
詞
は
才
藻
有
り
て

善
く
文
を
属
る
。
時
に
子
い
て
人
士
皆
之
を
欽
愛
す
と
、
と
。

紗
に
日
く
、
徴
せ
ら
れ
て
司
徒
撲
と
為
る
も
就
か
ず
。
故
に
徴
君

と
号
す
。
神
仙
の
遊
び
を
好
み
、
隠
遁
の
事
を
楽
し
む
。
故
り
自
ら

本
懐
の
好
む
所
の
事
は
在
の
集
に
序
ぶ
。
文
通
今
之
に
擬
う
。
祖
式

は
撲
組
問
の
大
守
な
り
。
父
帰
は
山
陰
の
令
な
り
。
陰
録
に
云
わ
く
、

詞
は
総
角
に
し
て
奇
秀
な
り
。
衆
は
神
童
と
謂
う
。
隠
れ
て
会
稽
の

幽
究
山
に
在
り
、
謝
安
・
支
遁
と
遊
ぶ
。
遊
ぶ
処
は
で
釣
・
鳴
詠
を

以
て
事
と
為
す
、
と
。
雑
説
に
云
う
、
詞
は
性
山
水
を
好
み
て
渉
り

て
是
に
遊
ぶ
、
と
。
時
人
謂
う
、
許
擦
は
止
だ
勝
情
有
る
に
非
ず
し 会

稽

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七

許
徴
君
(
自
序
)
前
(
荒
川

て
、
亦
た
済
世
の
具
有
り
、
と
。
檀
氏
文
章
を
論
じ
て
白
く
、
王
褒

・
楊
雄
の
諸
賢
よ
り
賦
煩
を
尚
ぶ
。
皆
体
は
詩
騒
に
則
り
、
百
家
の

言
を
傍
綜
す
。
建
安
に
至
る
に
及
び
て
詩
章
大
い
に
備
わ
る
。
西
朝

の
末
に
至
る
に
逮
び
、
港
・
陸
の
徒
、
復
た
時
に
質
文
有
り
と
雄
も
、

{
一
不
帰
す
る
は
一
な
り
。
正
始
中
、
王
弼
・
何
回
安
は
老
荘
の
玄
勝
の
談

を
尚
び
、
世
も
遂
に
駕
を
尊
ぶ
。
江
左
に
至
り
、
李
充
尤
も
威
あ
り
。

故
り
郭
瑛
の
五
言
詩
は
、
始
め
て
道
家
の
言
に
会
合
し
之
に
韻
す
。

愛
に
孫
興
公
は
転
た
相
裡
と
し
て
尚
ぶ
に
及
ぶ
。
又
た
加
う
る
に
釈

氏
三
世
の
辞
を
以
て
し
て
詩
騒
の
体
尽
く
。
義
照
に
至
り
、
謝
混
駕

を
改
む
。
請
は
司
徒
縁
に
辞
さ
る
る
も
就
か
ず
。
嘗
て
一
た
び
都
に

出
で
て
姉
を
迎
う
れ
ば
、
館
文
皇
帝
其
の
情
理
を
説
き
、
毎
に
造
膝

し
て
清
談
し
、
必
ず
夜
を
以
て
日
を
計
る
者
な
り
と
、
と
。

晋
中
興
書
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉

〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本

0 ・ 0
時秀子l
人州時
士i本人
皆・
欽建--， --， --， 
愛 JHI I I 
之本時善
〉人目

「
時
人
皆
欽
愛
之
」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
〉

七
五
頁
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O
向
日
序
謂
述
隠
居
之
意
也

O
向
臼
序
謂
述
穏
居
之
意

州
本
・
建
州
本
〉

こ
の
一
文
が
あ
る
も
の

〈
陳
八
郎
本
〉

〈
明
州
本
・
秀

こ
の
一
文
が
あ
る
も
の

〔訳〕李
善
は
い
う
、
「
『
晋
中
興
書
』
に
い
う
、
『
高
陽
の
許
詞
は

度
と
い
い
、
会
稽
に
身
を
置
い
て
い
た
。
司
徒
の
察
諜
に
召
さ
れ
る

も
役
職
に
就
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
許
詞
は
文
才
に
長
け
て
お
り
巧

み
に
文
章
を
書
い
た
。
当
時
の
人
々
は
そ
の
許
詞
の
文
章
を
愛
し
た
』

シ
こ
と
。

を
玄

司
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
許
請
は
徴
挙
さ
れ
て
司
徒
嫁
の
役
職
を
与

え
ら
れ
る
も
就
任
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
徴
君
と
よ
ば
れ
た
。
許

請
は
神
仙
の
遊
び
を
好
み
、
穏
遁
の
行
為
を
楽
し
ん
だ
。
確
か
に
許

論
は
自
身
の
好
み
を
こ
の
別
集
の
中
で
詠
じ
て
い
る
。
江
流
は
今
そ

れ
に
倣
っ
て
詩
作
を
し
た
の
だ
。
祖
父
の
式
は
撲
楊
の
大
守
で
あ
る
。

父
の
帰
は
山
陰
令
で
あ
る
。
『
陰
録
』
に
い
う
、
『
許
詞
は
幼
い
頃
か

ら
才
能
に
秀
で
て
お
り
、
人
々
は
許
読
を
神
童
と
称
し
た
。
偲
一
越
し

て
会
稽
の
幽
究
山
の
中
に
身
を
置
き
、
謝
安
や
支
遁
と
、
狩
り
や
談

笑
を
し
て
遊
ん
だ
』
と
。
『
雑
説
』
に
い
う
、
『
許
詞
は
生
ま
れ
な
が

七
六
頁

ら
に
し
て
山
水
を
好
み
、
そ
れ
で
山
水
を
巡
り
遊
ん
だ
』
と
。
当
時

の
人
は
い
う
、
『
許
詞
は
山
水
の
風
景
に
造
詣
が
深
か
っ
た
だ
け
で
な

く
、
人
々
を
救
う
素
養
が
あ
っ
た
』
と
。
檀
氏
(
吋
続
晋
陽
秋
』
)
は

文
章
を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
い
う
、
『
王
褒
・
楊
雄
ら
諸
賢
者
よ
り
賦

や
煩
を
た
っ
と
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
詩
体
は
『
詩
経
』
や
『
楚
辞
』

に
の
っ
と
り
、
諸
子
百
家
の
発
言
を
統
括
し
た
。
建
安
に
至
っ
て
か

ら
詩
文
の
多
く
が
整
っ
た
。
西
正
日
の
末
期
に
い
た
る
頃
、
潜
岳
・
濯

機
と
い
っ
た
人
物
の
詩
は
時
に
素
朴
で
あ
っ
た
り
、
華
美
で
あ
っ
た

り
し
た
が
、
作
詩
の
際
に
手
本
と
し
て
仰
ぎ
、
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て

い
た
の
は
皆
同
じ
で
あ
っ
た
。
正
始
の
時
に
、
王
粥
と
何
回
安
は
老
荘

の
玄
談
を
好
み
、
世
の
中
も
と
う
と
う
老
荘
思
想
を
尊
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
普
が
江
南
へ
移
っ
て
か
ら
は
李
充
が
最
も
威
厳
を
持
っ
た
。

ま
ず
郭
瑛
が
五
言
詩
で
老
荘
の
道
を
詩
に
合
わ
せ
て
詠
ず
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
孫
縛
は
老
荘
的
な
詩
文
を
手
本
と
し
て
次
第

に
尊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
詩
に
仏
家
の
要
素
が
加
わ
っ
た
た

め
に
、
『
詩
経
』
と
吋
楚
辞
』
の
詩
体
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
義
組
…

に
至
っ
て
、
謝
混
が
ふ
た
た
び
崩
れ
た
系
統
を
改
め
た
。
許
詞
は
可

徒
嫁
に
召
さ
れ
る
も
、
そ
こ
に
は
就
か
な
か
っ
た
。
か
つ
て
ひ
と
た

び
姉
を
迎
え
に
都
へ
訪
れ
れ
ば
、
簡
文
帝
は
許
詞
に
対
し
て
自
分
の



い
つ
も
膝
を
向
か
い
合
わ
せ
対
面
し
て
清
談
を
行
い
、

必
ず
日
を
ま
た
い
だ
』
と
」
と
。

考
え
を
説
き
、

注①
晋
中
興
書
『
惰
者
一
一
こ
経
籍
士
山
に
「
晋
中
興
室
田
七
十
八
巻
、
起
東

普
。
宋
湘
東
太
守
何
法
盛
撰
。
」
と
あ
る
。

②
許
前
『
世
説
新
語
』
の
一
割
孝
標
の
注
に
「
許
諦
字
玄
度
。
高
陽

人
。
貌
中
領
軍
允
玄
孫
。
総
角
秀
恵
、
衆
称
神
童
。
長
荷
風
情
簡
素
。

可
徒
嫁
砕
不
就
、
蚤
卒
(
許
諦
字
は
玄
度
。
高
揚
の
人
。
貌
中
領
軍

允
の
玄
孫
。
総
角
に
し
て
秀
恵
、
衆
神
童
と
称
す
。
長
じ
て
風
情

は
簡
素
な
り
。
司
徒
擦
に
砕
さ
る
る
も
就
か
ず
し
て
、
蚤
に
卒
す
ご

と
記
さ
れ
て
い
る
。

③
父
助
〈
示
嘉
錫
は
『
世
説
新
語
築
疏
』
言
語
篇
に
お
い
て
許
請

の
父
の
名
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
「
惟
其
父
之
名
乃
有
校
、
助
、
帰
、

販
四
字
之
不
向
。
考
元
和
姓
纂
六
、
古
今
姓
氏
書
弁
証
二
十
一
二
、
上
声

八
語
、
均
作
「
式
子
抜
」
。
即
帰
字
。
与
建
康
実
録
合
。
其
作
政
、
作

助
、
作
販
者
、
皆
以
形
近
致
誤
也
(
惟
だ
其
の
父
の
名
は
乃
ち
政
、
助
、

帰
、
販
の
呂
字
の
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
考
元
和
姓
纂
六
、
古
今
姓
氏

室
田
弁
証
二
十
三
、
上
声
八
語
は
均
し
く
「
式
の
子
阪
」
に
作
る
。
郎
ち

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七
)

許
徴
君
(
自
序
)
前
(
荒
川
)

帰
の
字
な
り
。
建
康
実
録
と
合
す
。
其
れ
蚊
に
作
り
、
助
に
作
り
、
販

に
作
る
は
、
皆
形
の
近
き
を
以
て
誤
り
を
致
す
な
り
ご
と
述
べ
、
許

詞
の
父
の
名
は
帰
が
正
し
い
と
す
る
。

④
捻
角
「
捻
」
は
「
総
」

に
纏
め
た
髪
型
で
あ
り
、

る。

の
俗
字
。
「
総
角
」
は
髪
を
頭
の
両
側

そ
こ
か
ら
元
服
す
る
前
の
子
供
を
意
味
す

⑤
檀
氏
『
続
晋
揚
秋
』
の
編
者
で
あ
る
檀
道
驚
を
さ
す
。
『
惰
書
』

経
籍
志
に
「
続
晋
楊
秋
二
十
巻
、
宋
永
嘉
太
守
檀
道
驚
撰
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

⑥
李
充
尤
威
『
世
説
新
語
』
文
学
篇
の
劉
孝
標
注
に
引
く
『
続

晋
陽
秋
』
に
ほ
ぼ
同
様
の
文
章
が
見
え
る
。
そ
こ
で
は
当
該
笛
所
を

「
仏
充
尤
盛
(
仏
充
尤
も
盛
ん
な
り
ご
と
し
て
い
る
。
な
お
王
応

鱗
『
因
学
紀
関
』
「
考
史
」
に
『
続
晋
陽
秋
』
の
当
該
個
所
が
引
か
れ

て
お
り
、
翁
元
析
の
注
に
「
何
云
仏
充
尤
盛
。
当
為
元
理
(
何
ぞ
仏

充
尤
盛
と
云
う
か
。
当
に
元
理
と
為
す
べ
し
ご
と
あ
る
。

01 

02 

単
生
蔽
外
像
〕

{
張
子
闇
内
機

ーヒ
ー七

頁
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①

@

 

李

善

日

、

言

所

行

雄

殊

、

而

傷

生

一

由

。

田

開

謂

周

威

公

日
、
魯
有
単
豹
者
。
巌
居
市
水
欽
、
行
年
七
十
而
猶
嬰
児
之
色
。
不

③

@
t
i
t
i
l
i
-
-

幸
遇
餓
虎
。
殺
之
食
之
。
有
張
毅
者
。
高
円
懸
薄
元
不
走
也
。
行
年

附
市
有
内
熱
之
病
以
死
。
豹
養
其
内
市
虎
食
其
外
。
毅
養
其
外
病
攻

其
内
。紗
日
、
専
求
外
不
明
内
。
故
云
暗
内
機
也
。
蔽
、
塞
也
。
蔽
寒
一
也
。

⑤
 

音
決
、
単
、
音
善
。

張
銑
臼
、
象
、
法
也
。
張
毅
行
年
胤
川
市
患
内
熱
病
死
、
是
閣
内
理

s
i
'
S
E
I
z
-
-
E
E
E
E
E
l
-
-
Z
E
E
-
E
E
-
-
1
1
2
E
t
i
-
-
z
B
E
E
t
l
u
s
Z
I
B
E
t
-
1
1
 

之
機
微
。
単
豹
行
年
七
十
市
有
童
児
之
色
。
遭
餓
武
所
食
、
是
不
明

外
理
之
法
。
此
比
白
偏
市
不
広
也
。

荘
子
、

二
一
一
口
う
こ
こ
ろ
は
行
う
所
は
殊
な
る
と
錐
も
、
生
を
傷

つ
く
る
は
一
な
り
。
荘
子
に
、
田
開
周
威
公
に
請
い
て
臼
く
、
魯
に

単
豹
な
る
者
有
り
。
巌
居
し
て
水
飲
す
れ
ば
、
行
年
七
十
に
し
て
猶

お
嬰
児
の
色
の
ご
と
し
。
不
幸
に
し
て
餓
虎
と
遇
い
、
之
に
殺
さ
れ

之
に
食
わ
る
。
張
毅
な
る
者
有
り
。
高
門
・
懸
薄
に
し
て
走
ら
ざ
る

は
元
き
な
り
。
行
年
掛
に
し
て
内
熱
の
病
有
り
て
以
て
死
せ
り
。
豹

は
其
の
内
を
養
い
て
虎
に
其
の
外
を
食
わ
る
。
毅
は
其
の
外
を
養
い

て
病
に
其
の
内
を
攻
ま
る
と
、
と
。

李
善
日
く
、

七
八
頁

紗
に
日
く
、
専
ら
外
を
求
む
る
も
内
を
明
ら
か
に
せ
ず
。

機
を
暗
く
す
と
云
う
な
り
。
蔽
は
、
塞
う
な
り
、
と
。

音
決
に
、
単
、
音
は
善
、
と
。

張
銑
日
く
、
象
は
、
法
な
り
。
張
毅
の
行
年
柵
に
し
て
内
に
熱
病

を
患
い
て
死
す
る
は
、
日
疋
れ
内
理
の
機
微
を
結
く
す
れ
ば
な
り
。
単

豹
は
行
年
七
十
に
し
て
童
児
の
色
有
り
。
餓
武
に
遭
い
食
ら
う
所
と

な
る
は
、
是
れ
外
理
の
法
を
明
ら
か
に
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
此
れ
比
自
偏

り
て
広
な
ら
ざ
る
な
り
、
と
。

故
に
内

[
校
勘
〕

O
善

本

作

像

字

〈

明

州

本

・

秀

州

本

〉

O
五
臣
作
象
上
の
一
文
あ
り
〈
建
州
本
〉

O
李
善
日
「
善
日
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

0
4司
所
叶
蝋
刺
寸
叶
倒
斗
↓
J

叫
〈
建
州
本
〉
は
こ
の
文
を
欠
く

O
張
毅
単
豹
並
己
見
酪
通
賦
李
善
注
が
上
の
一
文
で
終
わ
る
も
の

〈
尤
刻
本
・
故
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本
〉

O
善
臼
張
毅
単
豹
並
己
見
幽
通
賦
李
善
注
が
上
の
一
文
で
終
わ
る

も
の
〈
明
州
本
・
秀
州
本
〉

O
殺
之
食
之
「
殺
司
.
食
之
」

上
の
一
文
あ
り〈

建
州
本
〉



O
冊
(
李
善
注
)
「
四
十
」
〈
建
州
本
〉

of尤
不
走
也
「
無
不
趣
義
也
」
〈
建
州
本
〉

O
張
銑
日
「
向
日
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
行
年
冊
而
患
内
熱
病
死
〈
建
州
本
〉
は
こ
の
文
を
欠
く

。
冊
(
張
銑
注
)
「
三
十
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
〉

「
四
十
」
〈
建
州
本
〉

O
内
理
「
内
治
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
機
微
「
幾
微
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
行
年
七
十
市
有
童
児
之
色
。
遭
餓
武
所
食
〈
建
州
本
〉
は
こ
の

000文
不外餓を
広理j武i欠
也i く

「
餓
虎
」

「
外
治
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
不
広
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
川
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
〉

〔
訳
〕李
善
は
い
う
、
「
張
毅
と
単
豹
の
行
動
は
異
な
る
が
、
二
人
と
も
命

を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
点
で
は
一
緒
で
あ
る
。
『
荘
子
』
達
生
篇
に
、

田
開
之
が
周
の
威
公
に
い
う
、
『
魯
の
国
に
単
豹
と
い
う
人
が
い
た
。

山
の
岩
穴
に
穏
居
し
て
、
水
を
飲
ん
で
生
活
を
し
て
い
た
た
め
、

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七

許
徴
若
(
自
序
)
拘
(
荒
川

十
歳
に
な
っ
て
も
幼
児
の
よ
う
な
肌
の
つ
や
で
あ
っ
た
。

幸
に
も
飢
え
た
虎
に
出
く
わ
し
て
し
ま
い
、
単
豹
は
殺
さ
れ
食
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
張
毅
と
い
う
人
が
い
た
。
豪
華
に
構
え
て
い
る
家
、

簾
を
垂
ら
し
て
い
る
よ
う
な
小
さ
な
家
で
も
関
係
な
く
、
ど
こ
へ
で

も
走
っ
て
訪
ね
回
っ
た
。
だ
が
張
毅
は
四
十
歳
の
頃
に
熱
病
を
患
い
、

死
ん
で
し
ま
っ
た
。
単
豹
は
内
面
を
保
っ
て
き
た
が
外
面
を
疎
か
に

し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
虎
に
食
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
張
毅
は
外
面
を

保
ち
続
け
て
い
た
、
が
、
内
面
を
疎
か
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
病
気

に
因
由
さ
れ
て
し
ま
っ
た
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
張
毅
は
た
だ
外
面
を
追
求
し
て
い
て
、
自

身
の
内
面
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
詩
で
は
内
機

を
暗
く
す
と
詠
じ
て
い
る
の
だ
。
蔽
は
、
お
お
い
隠
す
の
意
味
で
あ

る
」
と
。

し
か
し
不

七

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
「
単
、
音
は
善
」
と
。

張
銑
は
い
う
、
「
象
は
、
法
別
別
で
あ
る
。
張
毅
が
四
十
歳
に
し
て
熱

を
患
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
内
面
に
あ
る
予
兆
を
疎
か
に
し
て

し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
単
豹
が
七
十
歳
に
し
て
幼
児
の
よ
う
な
肌

つ
や
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
餓
え
た
虎
に
食
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
は
、
外
面
に
対
す
る
意
識
を
疎
か
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

七
九
真
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こ
れ
ら
二
人
は
偏
っ
た
考
え
方
で
、

な
か
っ
た
」
と
。

広
い
視
野
で
の
意
識
を
し
て
い

(
注
〕①
間
関
『
荘
子
』
達
生
篇
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

は
「
回
開
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

②
周
威
公
『
漢
書
』
巻
二
十
古
今
人
表
に
「
周
威
公
桓
公
子
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
史
記
』
周
本
紀
に
は
「
桓
公
卒
、
子
威
公
代
立

(
桓
公
卒
し
て
、
子
の
威
公
代
立
す
ご
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て
い

る。

そ
の
中
で

③
高
内
大
き
な
家
、
富
貴
な
家
の
こ
と
。
王
先
謙
『
荘
子
集
解
』

の
当
該
箇
所
の
注
に
「
宣
云
、
高
門
大
家
(
官
一
云
わ
く
、
高
門
は
大

家
な
り
と
ご
と
あ
る
。

④
懸
薄
簾
を
垂
ら
す
こ
と
。
転
じ
て
小
さ
な
家
。
王
先
謙
『
荘

子
集
解
』
の
当
該
箆
所
の
注
に
二
日
一
云
、
懸
簾
薄
以
蔽
門
、
小
家
也

(
宣
云
わ
く
、
簾
の
薄
な
る
を
懸
け
て
以
て
門
を
蔽
う
は
、
小
家
な

り
、
と
ご
と
あ
る
。

⑤
単
、
音
善

す。

『
広
韻
』
で
は

は
上
声
第
二
八
繍
韻
に
罵

コ
早
」

八

O
頁

⑤
餓
武
餓
虎
。
「
虎
」
の
{
子
は
農
の
太
祖
李
淵
の
祖
父
で
あ
る
李

虎
の
誇
ゆ
え
に
避
忌
さ
れ
た
。

03 

04 

冷
然
空
中
賞
}

【
一
時
排
冥
答
一

E
r
p
tド

f

李
善
日
、
筆
、
捕
魚
之
器
0

4

一
一
口
魚
之
在
室
、
相
人
之
処
塵
俗
。

今
既
排
市
去
之
、
超
在
挨
塵
之
外
。
故
冷
然
渉
空
、
得
中
市
留
賞
也
。

荘
子
日
、
列
子
御
風
市
行
。
冷
然
善
、
旬
有
五
日
市
後
反
。
司
馬
彪

日
、
冷
然
、
涼
貌
也
。
郭
像
荘
子
注
日
、
天
下
莫
不
自
是
市
相
非
。

故
一
是
一
非
。
両
行
無
窮
。
唯
渉
空
得
中
、
瞭
然
無
懐
。
乗
之
以
遊

山
包
。
紗
日
、
排
、
推
移
之
意
。
冥
、
道
。
筆
、
教
也
。
言
前
張
毅
偏
著

外
、
単
豹
偏
著
内
。
玄
度
自
ニ
一
一
口
、
我
一
時
排
推
去
。
此
二
事
合
於
道

①
 

教
、
可
以
養
生
、
可
以
全
身
。
冷
然
、
清
虚
貌
。
空
中
在
二
事
之
中

@
 

得
養
其
識
。
空
中
即
道
教
備
也
。
賞
、
神
識
也
。
既
不
一
線
即
中
於
道
。

既
中
於
道
白
然
無
累
。

音
決
、
室
、
七
全
反
。
冥
、
亡
丁
反
。
冷
、
力
了
反
。

@

I

i

@

 

李
周
翰
日
、
冥
、
理
。
室
、
迩
由
。
冷
然
、
軽
挙
貌
。
循
於
環
之

四
辺
則
終
始
無
極
。
若
処
主
(
環
之
空
中
則
寂
然
不
移
。
言
理
迩
一
時



排
去
市
軽
挙
遊
於
環
中
、

以
為
楽
也
。

李
日
く
、
筆
は
、
魚
を
捕
う
る
の
器
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
魚

の
筆
に
在
る
は
、
猶
お
人
の
塵
俗
に
処
る
が
ご
と
し
。
今
既
に
排
し

て
之
を
去
り
て
、
超
え
て
挨
塵
の
外
に
在
り
。
故
に
冷
然
と
し
て
空

を
渉
り
、
中
を
得
て
留
ま
り
て
賞
す
る
な
り
。
荘
子
に
臼
く
、
列
子

風
を
御
し
て
行
く
。
冷
然
と
し
て
善
し
。
旬
有
五
日
に
し
て
後
に
反

る
、
と
。
司
馬
彪
日
く
、
冷
然
は
、
涼
貌
な
り
、
と
。
郭
像
の
荘
子

の
注
に
日
く
、
天
下
に
自
ら
是
と
し
て
相
非
と
せ
ざ
る
莫
し
。
故
に

一
は
是
に
し
て
一
は
非
な
り
。
両
つ
な
が
ら
行
れ
ば
窮
ま
り
無
し
。

唯
だ
空
を
渉
り
て
中
を
得
れ
ば
、
畷
然
と
し
て
懐
う
こ
と
無
し
。
之

に
乗
り
以
て
遊
ぶ
な
り
と
、
と
。

紗
日
く
、
排
は
、
推
移
の
意
な
り
。
冥
は
、
道
な
り
。
筆
は
、
教

な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
前
の
張
毅
の
偏
り
て
外
を
著
し
、
単
豹
の
…
織

り
て
内
を
著
す
な
り
。
玄
度
自
ら
二
一
一
口
う
、
我
一
時
に
排
推
し
て
去
る
。

此
の
二
事
の
道
の
教
え
に
合
す
れ
ば
、
以
て
養
生
す
べ
く
し
て
、
以

て
身
を
全
か
る
べ
し
、
と
。
冷
然
は
、
清
虚
の
貌
な
り
。
空
中
は
二

事
の
中
に
在
り
て
其
の
識
を
養
う
を
得
。
空
中
は
即
ち
道
の
教
え
の

備
わ
る
な
り
。
賞
は
、
神
識
な
り
。
既
に
偏
ら
ざ
ら
れ
ば
即
ち
道
に

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七
)

許
徴
君
(
自
序
)
詞
(
荒
川
)

既
に
道
に
中
れ
ば
自
然
に
し
て
累
う
無
し
、
と
。

音
決
に
、
室
は
、
七
全
の
反
。
冥
は
、
亡
了
の
反
。

の
反
、
と
。

中
る
。

ム
明
い
十
E

匹、

v
d
l
I
L
U
-
-

力

十
字
周
翰
日
く
、
冥
は
、
理
な
り
。
筆
は
、
迩
な
り
。
冷
然
は
、
軽

挙
の
貌
な
り
。
環
の
四
辺
に
循
れ
ば
別
ち
終
始
に
し
て
極
ま
り
な
し
。

其
の
環
の
空
中
に
処
れ
ば
則
ち
寂
然
と
し
て
移
ら
ざ
る
が
若
し
。
一
一
一
一
口

う
こ
こ
ろ
は
理
誠
一
よ
り
一
時
に
排
去
し
て
軽
挙
し
て
環
中
に
遊
び
、

以
て
楽
を
為
す
な
り
、
と
。

「

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

〉

「
善
日
」
〈
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

O
相
人
之
処
麗
俗
「
猶
人
之
処
塵
俗
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子

監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

※
今
は
「
相
」
を
誤
り
と
見
な
し
て
「
猶
」
に
従
う
。

O
得
中
市
留
賞
也
「
得
中
市
留
也
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子

監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
冷
然
善
「
冷
然
市
善
」
〈
尤
刻
本
・
拐
刻
本
・
国
子
監
本
〉

〈
建
州
本
〉

「
冷
然
善
塩
」

八
一
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五

。。
而旬
後i有|
反五
日

「
句
五
日
」
〈
明
州
本
・
建
州
本
〉

「
而
反
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
秀
州
本

O
郭
像
「
郭
象
」

州
本
・
建
州
本
〉

O
荘
子
注
「
荘
子
註
」

O
李

周

翰

臼

「

翰

臼

」

州
本
〉

O
冷
然
「
冷
然
」
〈
明
州
本
〉

O
無
極
「
元
極
」
〈
棟
八
郎
本
〉

O
若
処
其
環
之
空
中
「
若
処
其
環
空
中
」

.
秀
州
本
・
建
川
本
〉

O
以

為

楽

也

「

以

為

楽

」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
毘
子
監
本
・
明
州
本
・
秀

〈
建
州
本
〉
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本

〈
建
川
本
〉

〔
訳
]
李
善
は
い
う
、
「
貯
金
は
、
魚
を
捕
ら
え
る
道
具
で
あ
る
。
魚
が
筆
の

中
に
い
る
の
は
、
人
が
世
俗
の
中
で
生
き
る
よ
う
だ
。
(
こ
の
匂
で
は
)

す
で
に
筆
を
抜
け
出
し
て
、
世
俗
の
外
に
い
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に

涼
し
げ
に
空
を
渉
っ
て
、
空
中
に
留
ま
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
。
『
荘

八
二
頁

子
』
に
い
う
、
『
列
子
は
風
を
操
っ
て
進
む
。
涼
し
く
心
地
よ
い
。
十

五
日
経
っ
て
帰
っ
て
く
る
』
と
。
司
馬
彪
は
い
う
、
『
冷
然
と
は
、
涼

し
げ
な
様
子
で
あ
る
』
と
。
郭
像
『
荘
子
』
に
注
し
て
い
う
、
?
」
の

世
一
の
も
の
は
み
な
自
分
自
身
は
正
し
い
も
の
と
し
、
相
手
の
こ
と
は

誤
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
あ
る
も
の
は
是
で
あ
り
、

あ
る
も
の
は
非
な
の
だ
。
両
者
は
連
関
し
て
、
窮
ま
る
と
こ
ろ
は
無

い
。
た
だ
空
を
渉
っ
て
そ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
中
に
い
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
の
び
の
び
と
し
何
も
思
い
悩
ま
す
事
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
風
に
乗
っ
て
遊
ぶ
の
だ
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
排
は
、
移
り
ゆ
く
意
味
で
あ
り
、
冥
は
、

道
の
意
味
で
あ
り
、
筆
は
、
そ
の
教
え
で
あ
る
。
先
の
句
に
見
た
張

毅
が
外
面
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
、
単
豹
が
内
面
に
偏
っ
て
い
た
こ
と

を
い
う
。
許
詞
自
ら
い
う
、
『
私
は
し
ば
ら
く
の
間
世
俗
か
ら
移
り
去

る
。
張
毅
と
単
豹
の
事
例
を
道
の
教
え
に
合
わ
せ
れ
ば
、
生
を
養
う

事
が
で
き
、
身
体
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
。
冷
然
は
、

天
の
明
る
い
様
子
で
あ
る
。
空
中
は
偏
る
二
つ
事
例
の
中
に
存
在
し
、

そ
こ
に
い
れ
ば
見
識
を
養
う
事
が
で
き
る
。
空
中
と
は
す
な
わ
ち
道

の
教
え
が
整
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
賞
と
は
精
神
と
智
慧
の
こ
と

で
あ
る
。
既
に
一
偏
っ
た
見
識
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
道
に
合
す
る
こ
と



が
で
き
る
。
既
に
道
に
合
し
て
い
る
な
ら
ば
無
為
自
然
の
境
地
へ
と

達
し
て
煩
わ
し
い
も
の
は
無
く
な
る
」
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
「
筆
は
、
七
全
の
反
。
冥
は
、
亡
丁
の
反
。

冷
は
、
力
了
の
反
」
と
。

李
周
翰
は
い
う
、
「
冥
は
、
こ
の
世
の
こ
と
わ
り
で
あ
り
、
室
は
、

事
跡
で
あ
る
。
冷
然
は
、
脱
俗
の
様
子
で
あ
る
。
環
の
周
り
を
巡
っ

て
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
き
わ
ま
る
事
は
な

い
。
そ
の
循
環
の
中
に
い
れ
ば
静
粛
に
し
て
も
う
移
り
ゆ
く
こ
と
が

な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
わ
り
や
事
跡
と
言
っ
た
世
俗
的
な
も
の
か

ら
早
く
離
れ
て
、
循
環
か
ら
脱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
中
で
遊
び
、

そ
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
。

注①
清
虚
『
文
子
』
自
然
に
「
老
子
日
、
清
虚
者
天
之
明
也

子
日
く
、
清
虚
は
天
の
明
る
き
こ
と
な
り
ご
と
あ
る
。

②
神
識
精
神
と
智
慧
。
『
立
田
幸
一
一
日
』
謝
安
伝
に
「
及
総
角
、
神
識
沈

敏
、
風
宇
条
暢
、
善
行
主
回
(
総
角
に
及
び
て
、
神
識
は
沈
敏
、
風
宇

は
条
暢
、
行
書
を
善
く
す
ご
と
あ
る
。
沈
敏
は
落
ち
つ
い
て
い
て
総

明
な
様
子
。

(老

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
持
」
訳
注
(
七
)

許
徴
君

(zM
序
)
拘
(
荒
川
)

③
迩
事
跡
、
物
事
の
あ
と
。
例
え
ば
『
荘
子
』
天
運
篇
で
、
老

子
が
孔
子
に
対
し
、
「
幸
突
、
子
之
不
遇
治
世
之
君
也
。
夫
六
経
先
王

之
陳
述
也
。
量
其
所
以
波
哉
(
幸
い
な
る
や
、
子
の
治
世
の
君
に
遇

わ
ざ
る
を
や
。
夫
れ
六
経
は
先
王
の
陳
述
な
り
。
量
に
其
れ
迩
の
所

以
な
る
か
な
ご
と
い
う
。

④

軽

挙

世

俗

か

ら

脱

す

る

こ

と

0
2日
書
』
巻
六
十
八
賀
循
伝
に

「
或
有
還
棲
高
路
、
軽
挙
絶
俗
、
遺
逢
養
和
、
倍
神
自
足
(
或
い
は

渥
棲
し
て
高
踏
す
、
軽
挙
し
て
俗
を
絶
つ
、
遺
遥
し
て
養
和
す
、
情

神
に
し
て
自
足
す
る
有
り
ご
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
純

に
飛
ぶ
こ
と
で
は
な
く
、
脱
俗
の
意
味
合
い
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。

⑤
環
中
是
非
の
循
環
の
内
側
。
『
荘
子
』
斉
物
篇
に
「
櫨
始
得
其

環
中
、
以
応
無
窮
(
植
は
始
め
て
其
の
環
中
を
得
て
、
以
て
無
窮
に

応
ず
ご
と
あ
る
の
に
拠
る
。
植
は
、
一
扉
の
呂
転
の
た
め
に
設
け
ら
れ

る
軸
の
こ
と
。

M
W

侃
{
遺
此
弱
喪
情
資
神
任
独
往
}

E
t
i
-
-

の

李
基
口
〔
口
、
荘
子
日
、
予
悪
平
乎
知
悦
生
之
非
惑
耶
。

死
之
非
惑
。
非
夫
弱
喪
市
不
知
帰
者
耶
。
敦
象
臼
、

予
悪
乎
知
悪

少
失
其
故
居

八
三
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為
弱
と
喪
と
者
遂
於
彼
之
所
在
而
不
知
帰
於
故
郷
。
准
南
王
荘
子
路

③

@

 

要
日
、
不
知
帰
於
故
郷
。
准
南
王
荘
子
賂
要
日
、
江
海
之
士
、
山
谷

之
人
塩
。
軽
天
下
、
細
万
物
而
独
往
者
也
。
司
馬
彪
日
、
独
往
任
自

然
、
不
復
顧
世
也
。

紗
日
、
資
、
養
也
。
神
、
心
也
。
独
往
、
化
。
言
身
影
不
相
干
。

@
 

仮
相
函
取
形
影
倶
亡
。
信
任
於
変
化
、
唯
神
独
在
。

音
決
、
喪
、
息
浪
反
。
任
、
而
禁
反
。

呂
延
済
日
、
弱
喪
、
謂
少
失
其
居
市
安
於
他
方
、
不
知
帰
故
郷
也
。

人
之
在
生
悪
死
亦
同
弱
喪
失
。
資
、
採
也
。
一
一
=
口
遣
此
弱
喪
之
情
元
所

不
安
。
故
採
持
其
神
、
任
之
独
往
也
。

⑦

③

 

陸
善
経
日
、
今
倶
排
冥
味
之
筆
跡
。

任
独
往
則
所
在
皆
安
。

遺
除
弱
喪
則
不
催
於
生
死
。

※

部

は

全

て

〔
見
せ
消
ち
〕

李
善
日
く
、
荘
子
に
日
く
、
予
悪
く
に
か
生
の
惑
う
に
非
ざ
る
を

悦
ぶ
こ
と
を
知
ら
ん
や
。
予
れ
悪
く
に
か
死
の
惑
う
に
非
ざ
る
を
悪

む
を
知
ら
ん
や
。
夫
の
弱
喪
に
非
ず
し
て
帰
る
者
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
、

と
。
郭
象
日
く
、
少
く
し
て
其
の
故
居
を
失
い
て
弱
喪
と
為
る
。
弱

八
四
頁

喪
は
彼
の
所
に
遂
れ
て
在
り
て
故
郷
に
帰
る
を
知
ら
ず
、
と
。
准
南

王
の
荘
子
略
要
に
臼
く
、
江
海
の
士
、
山
谷
の
人
な
り
。
天
下
を
軽

ん
じ
、
万
物
を
細
し
と
し
て
独
往
す
る
者
な
り
、
と
。
司
馬
彪
臼
く
、

独
往
は
自
然
に
任
せ
、
復
た
世
を
顧
み
ざ
る
な
り
と
、
と
。

紗
に
日
く
、
資
は
、
養
う
な
り
。
神
は
、
心
な
り
。
独
往
は
、
化

な
り
。
一
一
一
一
口
う
こ
こ
ろ
は
身
影
は
棺
干
さ
ず
。
仮
し
形
影
を
取
る
に
相

因
す
れ
ば
倶
に
亡
ぶ
。
変
化
に
任
す
る
を
信
ず
れ
ば
、
唯
だ
神
の
み

独
り
在
り
、
と
。

音
決
に
、
喪
は
、
息
浪
の
反
。
任
は
、
雨
林
一
ボ
の
反
、
と
。

呂
延
済
日
く
、
弱
喪
は
、
少
く
し
て
其
の
居
を
失
い
て
他
方
に
安

ん
じ
て
、
故
郷
に
帰
る
を
知
ら
ざ
る
を
謂
う
な
り
。
人
の
生
に
在
り

て
死
を
悪
む
も
亦
た
弱
喪
に
伺
じ
な
り
。
資
は
、
繰
る
な
り
。
言
う

こ
こ
ろ
は
此
の
弱
喪
の
情
を
遣
れ
ば
不
安
な
る
所
元
し
。
故
に
其
の

神
を
操
り
持
ち
て
、
之
に
任
せ
独
往
す
る
な
り
、
と
。

陸
善
経
臼
く
、
今
倶
に
冥
味
の
筆
・
跡
を
排
す
。
弱
喪
を
遺
除
す

れ
ば
別
ち
生
死
を
憧
れ
ず
。
独
往
に
任
ず
れ
ば
則
ち
在
る
所
皆
安
か

ら
ん
、
と
。



「
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉

「
善
臼
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
予
悪
乎
」
〈
李
善
注
各
本
な
し
。
術
字
と
す
る
〉

「
生
之
非
惑
邪
」
〈
国
子
監
本
・
明
川
本
・
秀
州
本

。。
生予
之悪
非乎
惑乎|
耶i

-
建
州
本
〉

O
死
之
非
惑

「
死
之
非
惑
耶
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
〉

「
死
之
非
惑
邪
」
〈
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

O
死
之
非
惑
「
子
之
非
惑
邪
」
〈
国
子
監
本
〉

「
死
之
非
邪
」
〈
明
州
本
・
建
川
本
〉

O
非
夫
弱
喪
「
非
弱
喪
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
不
知
帰
者
耶
「
不
知
帰
者
邪
」
〈
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
川
本

.
建
州
本
〉

O
敦
象
「
」
郭
象
」
〈
尤
刻
本
・
拐
刻
本
・
由
子
監
本
・
照
明
州
本
。
秀

州
本
・
建
州
本
〉

O
弱
と
。
喪
と
「
弱
喪
」
の
み
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本

・
明
州
本
。
秀
川
本
・
建
州
本
〉

O
山

谷

之

人

也

「

山

谷

之

人

」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本

『
文
選
集
注
』
江
流
「
紺
体
詩
」
訳
注
(
七

許
徴
君
(
自
序
)
拘
(
荒
川

0 ・
顧明
世州、i
也|本

秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
顧
世
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
昌
子
監
本
・
明
川
本
。

秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
呂
延
済
臼
「
済
日
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
〉

O
人
之
在
生
悪
死
「
人
之
好
生
悪
死
」

「
人
知
好
生
悪
死
」

「
資
操
也
」

〈
明
州
本
〉

〈
建
州
本
〉

O
資
、
採
也

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
川
川
本
・
建
州

本〉O
遺
此
弱
喪
之
情
「
遺
此
弱
喪
之
情
」
〈
明
州
本
・
建
州
本
〉

O
元
所
不
安
「
無
所
不
安
」
〈
明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
故
採
持
其
神
「
故
操
持
其
神
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本

.
建
州
本
〉

※
今
は
「
採
」
字
を
誤
り
と
し
て
「
操
」
に
従
う
。

O
任
之
独
往
也
「
任
之
独
往
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本

.
建
州
本
〉

〔訳〕李
善
は
い
う
、
「
『
荘
子
』
に
い
う
、
『
私
が
ど
う
し
て
生
き
る
こ
と

を
喜
ば
し
い
と
い
う
考
え
に
因
わ
れ
よ
う
か
。
私
が
ど
う
し
て
死
に

八
五
頁
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第
三
十
四
号

ど
う
し
て
私
は
若
く
し

惑
わ
な
い
と
い
う
考
え
に
囚
わ
れ
よ
う
か
。

て
故
居
を
失
っ
た
者
で
な
く
再
び
故
居
に
戻
ろ
う
と
し
た
人
物
を
知

ら
な
い
だ
ろ
う
か
』
と
。
郭
象
は
い
う
、
『
若
く
し
て
故
居
を
失
い
弱

喪
と
な
る
。
弱
喪
と
呼
ば
れ
る
者
は
彼
方
に
穏
遁
し
て
故
郷
へ
婦
ろ

う
と
し
な
い
』
と
。
准
南
王
劉
日
安
の
『
荘
子
絡
要
』
に
い
う
、
『
世
を

避
け
る
人
、
世
を
否
定
す
る
人
で
あ
る
。
独
往
は
世
俗
を
避
け
る
人
、

世
俗
に
い
な
い
人
の
こ
と
で
あ
る
。
心
に
煩
わ
し
さ
が
な
く
、
小
さ

な
こ
と
に
対
し
て
の
迷
い
を
無
く
し
て
、
自
然
に
任
せ
て
世
俗
か
ら

逃
れ
る
』
と
。
司
馬
彪
は
い
う
、
『
独
往
は
自
然
に
任
せ
、
一
一
度
と
世

俗
に
戻
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
で
あ
る
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
資
は
、
養
う
こ
と
で
あ
る
。
神
は
、
心
で

あ
る
。
独
往
は
、
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
物
体
と
そ
の
影
は
お
互

い
に
関
係
性
を
持
た
な
い
。
も
し
物
体
と
影
の
両
方
を
取
っ
て
棺
接

す
れ
ば
、
物
体
と
影
は
両
者
と
も
滅
ぶ
。
変
化
に
任
せ
れ
ば
、
心
だ

け
が
存
在
す
る
の
だ
」
と
。

『
文
選
立
日
決
』
に
い
う
、

シ」。

「
喪
は
、
息
浪
の
反
。
任
は
、

雨
林
一
ボ
の
反
」

呂
延
済
は
い
う
、
「
弱
喪
と
は
、
若
く
し
て
住
ま
い
を
失
い
、
他
の

所
に
安
住
し
、
故
郷
に
戻
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
人
が
生
き

八
六
頁

る
う
ち
に
死
ぬ
こ
と
を
憎
む
の
は
、
弱
喪
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
資

こ
の
弱
喪
の
考
え
を
追
い
払
え
ば
不
安
に
思

だ
か
ら
そ
の
心
を
把
握
し
て
、
心
に
任

は
操
る
こ
と
で
あ
る
。

う
こ
と
が
な
く
な
る
の
だ
。

せ
て
脱
俗
す
る
の
で
あ
る
」
と
。

陸
善
経
は
い
う
、
「
今
、
稚
拙
な
筆
(
世
俗
)
と
跡
(
事
跡
)

定
観
念
を
押
し
の
け
る
。
弱
喪
の
考
え
を
払
え
ば
生
や
死
を
濯
れ
る

こ
と
は
な
く
な
る
。
独
往
の
考
え
に
任
せ
れ
ば
、
ど
ん
な
所
で
も
安 の
国

住
で
き
よ
う
」
3

と

注①
荘
子
臼
{
〉
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
該
当
箇
一
助
が
見
ら
れ
る
。
文

の
国
の
姫
で
あ
る
一
麗
姫
が
晋
国
に
連
れ
て
行
か
れ
る
際
に
泣
き
悲
し

ん
だ
が
、
晋
国
で
食
事
を
し
た
ら
泣
い
た
の
を
悔
や
ん
だ
と
い
う
故

事
に
基
づ
く
。
そ
こ
か
ら
死
ぬ
こ
と
を
悲
し
む
こ
と
は
知
り
得
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

②
弱
喪
若
く
し
て
故
居
を
失
う
こ
と
。
弱
は
若
の
意
。

③
江
海
之
士
『
荘
子
』
刻
意
篇
に
「
此
江
海
之
士
、
避
世
之
人
。

間
暇
者
之
所
好
也
(
此
れ
江
海
の
士
、
好
一
を
避
く
る
の
人
な
り
。
間

椴
な
る
者
の
好
む
所
な
り
ご
と
あ
る
。



④
山
谷
之
人
三
粒
子
』
刻
意
篇
に
「
此
山
谷
之
士
、
非
世
之
人
。

枯
楕
赴
淵
者
之
所
好
也
(
此
れ
山
谷
の
士
、
世
を
非
と
す
る
人
な
り
。

枯
補
し
て
淵
に
赴
く
者
の
好
む
所
な
り
ご
と
あ
る
。

⑤
軽
天
下
、
締
万
物
『
文
子
』
九
守
に
「
老
子
日
、
軽
天
下
郎

神
無
累
、
細
万
物
即
心
不
惑
(
老
子
日
く
、
天
下
を
軽
ん
ず
れ
ば
郎

ち
神
に
累
無
く
、
万
物
を
細
し
と
す
れ
ば
即
ち
心
に
惑
い
あ
ら
ず
ご

と
あ
る
。

⑤
棺
因

⑦
冥
昧

冥
味
な
り
ご

③
答
一
・
跡

て
い
る
。

07 

互
い
に
関
係
し
あ
う
こ
と
。
相
接
す
る
こ
と
。

幼
稚
。
司
一
鰐
雅
』
注
に
「
幼
稚
者
、
冥
昧
也
(
幼
稚
は
、

と
あ
る
の
に
拠
る
。

世
俗
と
事
跡
。
共
に

ωω
句
の
李
周
翰
注
に
記
さ
れ

ω
{採
薬
白
雲
隈

聯
以
臨
時
所
養
}

李
善
日
、
限
、
出
也
。
賀
遠
国
語
注
目
、
時
時
、

の

一

②

ゆ

紗
目
、
仙
人
採
薬
。
即
八
珍
朱
草
神
丹
之
属
。

隈
山
由
出
雲
也
。
聯
、
且
也
。
津
、
縦
也
。

三子、

自j

自
放。是
縦我
也今
。願

之

ぞ怪

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七
)

許
徴
君
(
自
序
)
拘
(
荒
川
)

(
H
凡
せ
消
ち
〕

限

、

決

、

娘

、

回

反

。

⑤
 

陸
善
経
白
、
簿
、
極
也
。
所
養
、
謂
道
真
。

立
日
決
、

[
書
き
下
し
文
〕

李
基
口
白
く
、
隈
は
、
曲
な
り
。
国
民
連
の
国
語
の
注
に
日
く
、
臨
時
は
、

怒
な
り
と
、
と
。

紗
に
臼
く
、
仙
人
薬
を
採
る
。
即
ち
八
珍
・
朱
草
・
神
丹
の
属
な

り
。
日
疋
れ
我
今
之
を
願
う
。
雲
隈
は
、
山
由
よ
り
出
づ
る
雲
な
り
。

聯

は

、

旦

な

り

。

躍

は

、

縦

な

り

。

言

う

こ

こ

ろ

は

自

ら

放

縦

す
る
な
り
と
。

立
日
決
に
、
限
は
、
烏
回
の
反
、
と
。

陸
善
経
臼
く
、
躍
は
、
極
な
り
。
養
う
所
は
、
道
真
を
謂
う
、

と

。[
李i校
善Ii勤
回目〕

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉

0 
国
三五

注|曲
也i

「
善
日
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
限
曲
」

「
国
語
註
」

O
際、

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
〉

〈
建
州
本
〉

八
七
頁



完
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O
態
怒
山
也
「
埠
恋
」

O
良
臼
薬
仙
薬
芝
草
濡
也

.
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〔
訳
〕

-
7
4
A

一
一
ー
ォ

T'

M042
…
1
1
m
rに
d
，

。

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
〉

こ
の
一
文
あ
り

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本

『
国
語
』

李
善
は
い
う
、
「
擦
は
湾
曲
の
こ
と
で
あ
る
。
費
遣
の

注
に
い
う
、
『
津
は
恋
の
意
味
で
あ
る
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
仙
人
は
薬
を
採
る
。
薬
と
は
、
す
な
わ
ち

八
種
の
珍
味
、
他
人
に
な
る
た
め
の
朱
草
や
神
丹
と
い
っ
た
類
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
私
が
今
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
雲
隈
は
山
の
湾
曲
し

た
と
こ
ろ
に
生
ず
る
雲
の
こ
と
で
あ
る
。
耕
は
旦
の
意
味
で
あ
る
。

擦
は
縦
の
意
味
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
何
に
も
縛
ら
れ
ず
思
う
ま
ま

に
振
る
舞
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
「
隈
は
、
鳥
田
の
反
」
と
。

陸
善
経
は
い
う
、
「
臨
時
は
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。
養
う
所
と
は
道
の

神
鎚
の
こ
と
で
あ
る
一
と
。

注①
八
珍

八
つ
の
珍
し
い
食
べ
物
。
『
照
礼
』
天
宮
篇
「
膳
夫
」

八

八

頁

び〉

「
凡
王
之
績
食
用
六
穀
、
繕
用
六
牲
、
飲
用
六
清
、
差
用
二
十
口
問
、

珍
用
八
物
、
:
・
(
凡
て
王
の
鎖
食
は
食
す
に
六
穀
を
用
い
、
膳
六
牲

を
用
い
、
飲
六
清
を
用
い
、
十
一
一
社
百
二
十
品
を
用
い
、
珍
八
物
を
用

い
、
・
:
)
と
あ
り
、
鄭
玄
注
に
「
珍
、
謂
淳
熱
、
淳
母
、
泡
豚
、
泡
件
、

簿
珍
、
演
、
熱
、
肝
智
也
(
珍
は
、
淳
熱
、
淳
母
、
勉
豚
、
泡
祥
、
皆
同
珍
、

演
、
熱
、
肝
鋒
を
謂
う
な
り
ご
と
あ
る
。

②
朱
草

仙
人
に
な
る
た
め
の
赤
い
草
。
『
抱
朴
子
』
内
篇
・
金

「
又
和
以
朱
草
一
服
之
、
能
乗
虚
布
行
(
又
た
和
す
る
に
朱

草
を
以
て
一
た
び
之
を
服
す
れ
ば
、
能
く
虚
に
乗
り
て
雲
に
行
く
ご

と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
抱
朴
子
』
は
続
け
て
朱
草
の
特
徴
と

し
て
「
云
朱
草
状
似
小
奏
。
栽
長
三
四
尺
、
枝
葉
皆
赤
、
茎
如
珊
瑚
、

そ
う

喜
生
名
山
岩
石
之
下
(
云
う
こ
こ
ろ
は
朱
草
の
状
は
小
な
る
棄
に
似

た
り
。
栽
の
長
き
こ
と
三
回
尺
に
し
て
、
枝
葉
は
皆
赤
く
、
茎
は
珊

瑚
の
如
く
、
喜
く
名
山
の
岩
石
の
下
に
生
ず
ご
と
記
し
て
い
る
。
ま

た
朱
草
の
特
徴
に
関
し
て
、
『
大
戴
礼
記
』
に
も
「
朱
草
日
生
一
葉
、

至
十
五
日
以
後
、
日
落
一
葉
、
週
市
復
始
(
朱
草
は
日
に
一
葉
を
生

じ
、
十
五
日
に
至
り
て
以
後
、
日
に
一
葉
を
落
と
し
、

た
始
ま
る
)

③
神
丹

丹
篇
に

週
に
し
て
復

と
あ
る
。

仙
人
に
な
る
た
め
の
薬
。
『
抱
朴
子
』

内
篇
・
金
丹
篇



に
「
服
神
丹
、
令
人
寿
無
窮
己
(
神
丹
を
服
せ
ば
、
人
を
し
て
寿
の

窮
巳
を
無
か
ら
し
む
ご
と
あ
る
の
に
拠
る
。

④
放
縦
何
に
も
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
振
る
舞
う
こ
と
。

⑤
極
あ
る
が
ま
ま
に
振
る
舞
う
た
め
に
、
自
的
を
極
め
よ
う
と

す
る
こ
と
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
二
年
の
伝
「
昔
穆
王
欲
津
其
心
、

田
川
行
天
下
、
将
皆
必
有
車
轍
馬
跡
鷲
(
昔
穆
王
其
の
心
を
躍
に
せ
ん

と
欲
し
、
民
く
天
下
を
行
り
、
将
に
皆
な
必
ず
車
轍
・
馬
跡
有
ら
ん

と
す
ご
の
一
文
に
付
さ
れ
る
社
預
注
に
「
臨
時
、
極
也
(
態
は
、
極
む

な
り
ご
と
あ
る
。

09 
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緑
竹
露
関
散
}

{
丹
砲
耀
芳
穫

李
善
呂
、
広
雅
日
、
砲
、
花
山
也
。
洞
策
賦
臼
、

i
i

②

i

i

@

l

l

 

也
。
西
征
賦
日
、
厭
紫
極
之
関
倣
也
。

紗
日
、
即
仙
人
所
採
之
薬
朱
草
。
砲
、
花
也
。
薙
、
花
之
心
也
。

市
山

緑
竹
、
と
能
長
生
不
被
葉
落
。
故
仙
人
多
依
此
、
欲
自
比
其
志
操
也
。

蔭
関
倣
、
謂
在
高
山
空
朗
之
処
、
皆
生
松
竹
高
明
也
。
関
、
空
也
。

倣
、
明
也
。
蔭
、
覆
也
。

又
足
楽
乎
主
〈
関
倣

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七

許
徴
君
(
自
序
)
前
(
荒
川

劉i音
良決
日
誌
関
倣普
花
静反
広
貌
，也

広
雅
に
臼
く
、
誌
は
、
花
な
り
、
と
。
、
病
策
紙
/
に
日

又
た
其
の
閑
倣
を
楽
し
む
に
足
る
、
と
。
西
征
賦
に
臼
く
、
紫

極
を
厭
い
閑
倣
に
之
く
と
、
と
。

紗
に
日
く
、
即
ち
仙
人
の
採
る
所
の
薬
は
朱
草
な
り
。
砲
は
、
花

な
り
。
穫
は
、
花
の
心
な
り
。
緑
竹
は
、
竹
の
能
く
長
生
し
て
葉
の

落
つ
る
を
被
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
他
人
の
多
く
此
れ
に
依
り
て
、
自

ら
其
の
士
山
操
に
比
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
関
散
を
蔭
う
は
、
高
山

空
朗
ら
か
な
る
処
に
在
り
て
、
皆
松
竹
の
生
じ
て
高
明
な
る
を
謂
う

な
り
。
関
は
、
空
な
り
。
散
は
、
明
な
り
。
蔭
は
、
覆
な
り
、
と
。

立
日
決
に
、
誌
は
、
普
花
の
反
、
と
。

劉
良
臼
く
、
関
散
は
、
静
広
の
貌
な
り
、
と
。

く
李
基

日
く

。〔
李i校
善Ii勘
日I L__J 

「

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

〉

「
世
帯
口
日
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
其
閑
倣
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明

O
其
閑
徹
也

八
九
頁
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五

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
厭
紫
極
「
獣
紫
極
」
〈
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
〉

O
之
関
敏
塩
「
之
関
倣
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
薬
仙
薬
芝
草
属
也
上
の
一
文
が
あ
る
も
の
〈
棟
八
郎
本
・
明
州

本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
劉
良
日
「
良
日
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〔訳〕李
善
は
い
う
、
「
『
広
雅
』
に
い
う
、
コ
胞
と
は
、
花
で
あ
る
』
と
。

「
、
綱
策
賦
」
に
ニ
一
一
口
う
、
『
そ
の
広
々
と
し
た
光
景
は
充
分
に
楽
し
い
も

の
だ
』
と
。
「
西
征
斌
」
に
言
う
、
『
宮
中
に
う
ん
ざ
り
し
て
広
大
な

場
所
へ
行
く
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
す
な
わ
ち
仙
人
が
採
る
薬
と
は
朱
草
で
あ

る
。
砲
は
、
花
の
こ
と
で
あ
る
。
穫
は
、
花
の
蕊
の
こ
と
で
あ
る
。

緑
竹
は
、
竹
は
長
生
き
で
葉
つ
ば
を
枯
ら
す
こ
と
は
な
い
こ
と
を
い

う
。
そ
れ
ゆ
え
に
仙
人
の
多
く
は
竹
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
自
身

の
志
や
節
操
を
丈
の
長
さ
と
比
べ
よ
う
と
す
る
。
関
倣
を
蔭
う
と
は
、

高
い
山
の
空
の
明
る
い
場
所
に
は
、
ど
こ
に
も
松
や
竹
が
生
い
茂
つ

九

O
頁

て
い
る
こ
と
を
い
う
。
擦
は
、
空
で
あ
る
。
散
は
、
明
る
い
こ
と
で

あ
る
。
蔭
は
、
覆
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
「
砲
は
、
普
花
の
反
」
と
。

劉
良
は
い
う
、
「
爵
倣
は
、
静
か
で
広
々
と
し
た
様
子
で
あ
る
。
」

と。〔注〕①
、
病
簸
賦
王
褒
の
獄
。
『
文
選
』
巻
十
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
文
足
山
端
末
乎
其
関
倣
」
に
対
す
る
李
善
注
に
、
「
敵
、
大
貌
。
ニ
一
一
口
竹
生

倣
関
之
慮
、
又
足
楽
也
(
倣
は
、
大
貌
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
竹
は

倣
間
の
処
に
生
じ
、
又
た
楽
し
む
に
足
る
な
り
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
。

②
西
徒
賦
播
岳
の
賦
。
『
文
選
』
巻
十
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
文

選
』
の
「
西
征
賦
」
題
下
注
に
、
「
減
栄
緒
晋
書
日
、
岳
為
長
安
令
、

作
西
征
賦
、
述
行
歴
、
論
所
経
人
物
山
水
也
(
戚
栄
緒
の
晋
書
に
日

く
、
岳
長
安
の
令
と
為
り
、
西
征
賦
を
作
り
、
行
歴
を
述
べ
、
経
る

所
の
人
物
・
山
水
を
論
ず
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
。

③
紫
極
宮
廷
を
指
す
。
「
西
征
紙
」
の
「
厭
紫
極
之
関
敏
、
甘
微

行
以
遊
盤
(
紫
極
を
厭
い
閑
倣
に
之
き
、
微
行
し
て
以
て
遊
盤
に
甘

ん
ず
ご
に
対
す
る
李
善
注
に
、
「
紫
極
、
星
名
。
王
者
為
宮
以
象
之



(
紫
極
は
星
の
名
な
り
。

る
の
に
拠
る
。

④
志
操

王
は
宮
を
為
す
に
以
て
之
を
象
る
ご

と
あ

士
山
と
節
操
。
自
身
の
信
念
を
保
つ
こ
と
。

若
若 12
寄
意 13
勝

不 14

覚
凌
虚
上

曲
様
激
鮮
礎
石
室
有
幽
響
〕

李
善
日
、
婦
、
窓
関
子
也
。
陸
機
呉
趨
行
日
、
冷
と
鮮
風
過
。
列

仙
伝
日
、
赤
松
子
常
止
西
王
母
石
室
中
。

紗
日
、
若
と
、
高
貌
。
寄
、
附
塩
。
勝
者
、
道
与
世
事
戦
勝
也
。

③

日

ω

曲
橘
、
窓
籍
間
也
。
激
、
清
繍
。
清
朝
之
風
在
窓
篇
間
度
、
令
人
清

暢
也
。
幽
響
と
更
遠
也
。
呉
都
賦
云
、
石
室
相
拒
、
仙
人
所
居
処
也
。

音
決
、
若
、
音
条
。
勝
、
戸
証
反
。
上
、
持
掌
反
。
様
、
力
丁
反
。

齢
、
必
遥
反
。

司
司
司
、
沼
と
、
遠
也
。
寄
意
、
謂
所
常
一
可
至
道
之
意
。
勝
、
謂
勝

③
 

於
俗
情
也
。
言
至
道
既
勝
、
不
覚
如
乗
空
市
上
也
。
嬬
、
屋
相
。
激
、

⑦
 

射
也
。
鮮
齢
、
鮮
潔
之
風
。
石
室
、
石
穴
也
。
幽
響
、
山
響
也
。

陸
善
経
日
、
意
之
所
得
無
累
為
勝
也
。

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七
)

許
徴
君
(
自
序
)
目
前
(
荒
川
)

橘
は
、
窓
間
の
子
な
り
。
陸
機
の
月
一
〈
趨
行
に
日
く
、

冷
冷
と
し
て
鮮
風
過
ぐ
と
。
列
仙
伝
に
臼
く
、
赤
松
子
は
常
に
西
王

母
の
石
室
の
中
に
止
ま
る
と
、
と
。

紗
に
日
く
、
若
若
は
、
高
き
貌
な
り
。
寄
は
、
附
な
り
。
勝
と
は
、

道
の
世
事
と
戦
い
て
勝
つ
こ
と
な
り
。
曲
嬬
は
、
窓
篇
の
情
な
り
。

激
は
、
清
織
な
り
。
清
朝
の
風
は
窓
籍
の
関
に
在
り
て
度
り
、
人
を

し
て
清
暢
な
ら
し
む
る
な
り
。
幽
響
は
饗
の
更
に
遠
な
る
こ
と
な
り
。

呉
都
斌
に
一
五
わ
く
、
石
室
相
拒
た
る
は
、
仙
人
の
居
る
所
の
処
な
り

台
六
と
。

李
基
口
白
く
、

音
決
に
、
若
、
音
は
条
。
勝
は
、
戸
証
の
反
。
上
は
、
時
掌
の
反
。

様
は
、
力
丁
の
反
。
艇
は
、
必
遥
の
反
、
と
。

呂
向
日
く
、
沼
と
は
、
遠
な
り
。
意
を
寄
す
は
、
至
道
に
寄
る
所

の
意
を
謂
う
。
勝
は
、
俗
情
に
勝
る
を
謂
う
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は

至
道
既
に
勝
れ
ば
、
覚
え
ず
し
て
空
に
乗
り
て
上
る
が
如
き
な
り
。

嬬
は
、
屋
の
椙
な
り
。
激
は
、
射
な
り
。
鮮
騰
は
鮮
潔
の
風
な
り
。

石
室
は
石
穴
な
り
。
幽
響
は
、
山
響
な
り
、
と
。

陸
善
経
日
く
、
意
の
得
る
一
助
は
累
い
無
く
勝
を
為
す
こ
と
な
り
、

と。

九
一
真
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〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉

「
韮
ロ
日
」

〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
橘
窓
間
孔
也
」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本

陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
冷
と
「
冷
冷
」
〈
建
州
本
〉

「
石
室
中
也
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
由
子
監
本
・
明
州

。
石
室
中

。。
沼|呂
とi向
日

本
・
秀
州
本
・
建
川
本
〉

「
向
日
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

「
若
若
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・

「
山
響
」
〈
棟
八
郎
本
〉

O
山
響
也

〔
訳
]

建
州
本
〉

李
善
は
い
う
、
「
橋
と
は
、
窓
の
格
子
の
こ
と
で
あ
る
。
陸
機
の
「
呉

趨
行
」
に
い
う
、
『
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
さ
わ
や
か
な
風
が
涼
し
く
吹
い

て
い
る
』
と
。
『
列
仙
伝
』
に
い
う
、
『
赤
松
子
は
常
に
西
王
母
の
石

室
の
中
に
留
ま
っ
て
い
る
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
若
若
は
、
高
い
様
子
で
あ
る
。
寄
は
、
近

づ
く
こ
と
で
あ
る
。
勝
と
は
、
道
が
乱
れ
た
世
俗
と
戦
っ
て
、
道
が

九
二
頁

勝
つ
こ
と
で
あ
る
。
曲
撮
は
、
窓
の
空
間
で
あ
る
。
激
は
、
急
な
強

い
風
で
あ
る
。
編
は
、
つ
む
じ
嵐
こ
と
で
あ
る
。
較
の
風
は
窓
の
間

に
入
り
、
清
ら
か
に
の
び
の
び
と
さ
せ
る
。
幽
響
は
、
音
が
更
に
遠

く
に
響
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
呉
都
賦
」
に
い
う
、
石
室
が
隔
た

っ
て
で
き
て
い
る
所
は
、
仙
人
の
住
む
場
所
で
あ
る
と
」
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
「
若
、
音
は
条
。
勝
は
、
戸
証
の
反
。
上

は
、
時
掌
の
反
。
橘
は
、
力
了
の
反
。
燃
は
、
必
遥
の
反
」
と
。

呂
向
は
い
う
、
「
沼
沼
は
、
世
俗
の
情
か
ら
は
遠
い
様
子
で
あ
る
。

意
を
寄
す
は
、
高
い
道
の
境
地
に
近
づ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
勝
は
、

俗
な
考
え
方
に
勝
つ
こ
と
で
あ
る
。
自
身
の
志
が
す
で
に
俗
の
境
地

に
勝
っ
て
い
れ
ば
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
空
に
乗
り
、
あ
が
っ
て
行
く

よ
う
な
こ
と
だ
。
嬬
は
、
部
屋
の
軒
で
あ
る
。
激
は
、
風
が
強
い
勢

い
で
吹
く
こ
と
で
あ
る
。
鮮
艇
は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
様
子
で
あ
る
。

石
室
は
、
仙
人
の
居
る
洞
窟
で
あ
る
。
幽
響
は
、
や
ま
び
こ
で
あ
る
」

と。
陸
善
経
は
い
う
、
「
意
味
す
る
こ
と
は
、

ち
勝
つ
と
い
う
こ
と
だ
」
と
。

煩
う
こ
と
な
く
世
俗
に
打

注



①
曲
様
窓
に
取
り
付
け
る
装
飾
さ
れ
た
格
子
。

②
陸
機
呉
趨
行
自
j

引
用
箇
所
は
、
陸
機
が
呉
の
都
に
あ
る
昌

門
と
い
う
高
楼
に
入
る
風
を
「
冷
冷
鮮
風
過
(
冷
冷
と
し
て
鮮
風
過

ぐ
ご
と
詠
じ
る
場
面
で
あ
る
。
『
文
選
』
巻
二
十
八
「
呉
趨
行
」
の

「
冷
冷
」
に
つ
い
て
、
李
善
注
は
宋
玉
「
風
賦
」
を
引
用
し
「
清
清

冷
冷
」
と
注
を
一
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
文
選
』
巻
十
三
「
風
賦
」

の
「
清
清
冷
冷
」
の
筒
一
坊
の
李
善
注
に
「
清
涼
之
貌
也
(
清
涼
の
貌

な
り
ご
と
あ
る
。

③
列
伯
伝

B

j

『
列
仙
伝
』
「
赤
松
子
」
で
は
「
赤
松
子
、
神
農

時
雨
師
。
服
水
玉
以
教
神
農
。
能
入
火
自
焼
。
往
往
至
出
塁
岡
山
上
。

常
止
西
王
母
石
室
中
(
赤
松
子
は
、
神
農
の
時
の
雨
師
な
り
。
水
玉

を
服
し
以
て
神
農
に
教
う
。
能
く
火
に
入
り
て
自
ら
焼
く
。
往
往
に

し
て
箆
奇
山
の
上
に
至
る
。
常
に
西
王
母
の
石
室
の
中
に
止
ま
る
ご

と
あ
る
。

④
世
事
世
俗
。
『
文
選
』
巻
十
五
張
衡
「
帰
田
紙
」
に
「
感
察
子

之
懐
慨
、
従
唐
生
以
決
疑
諒
天
道
之
微
味
、
追
漁
父
以
向
嬉
。
超

挨
塵
以
還
逝
、
与
世
事
平
長
辞
」
(
察
子
の
糠
慨
に
感
じ
て
、
唐
生
に

従
い
て
以
て
疑
い
を
決
す
。
天
道
の
微
味
な
る
を
諒
ら
か
に
し
、
漁

父
を
追
い
て
以
て
嬉
し
み
を
同
じ
く
す
。
挨
塵
を
超
え
て
以
て
退
く

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七
)

許
徴
君
(
自
序
)
拘
(
荒
川
)

逝
き
、
世
事
と
く
辞
せ
ん
ご
と
あ
り
、
引
用
部
分
の
李
善
注
に
、

「
世
務
紛
濁
。
以
恰
塵
挨
。
荘
子
日
、
遊
乎
塵
挨
之
外
(
世
務
は
紛

濁
す
。
以
て
塵
挨
に
愉
ゆ
。
荘
子
に
臼
く
、
塵
挨
の
外
に
遊
ぶ
)
」
と

あ
る
。⑤
窓
篇
篇
は
軒
に
通
じ
、
軒
に
は
長
廊
下
の
窓
の
意
味
が
あ
る
。

『
文
選
』
巻
二
十
四
曹
植
「
贈
徐
幹
」
に
、
貌
の
地
に
あ
る
文
昌
殿

に
お
い
て
、
「
春
鳩
鳴
飛
棟
、
流
姦
激
綴
軒
(
春
の
鳩
は
飛
棟
に
鳴
き
、

流
る
る
奈
は
橘
軒
に
激
し
ご
と
詠
ず
る
場
面
が
あ
り
、
そ
の
李
善
注

に
「
軒
、
長
廊
之
有
窓
也
(
軒
は
、
長
廊
の
窓
有
る
な
り
ご
と
あ
る
。

⑥
激
、
清
繍
激
と
清
の
関
係
は
、
『
楚
辞
』
「
招
魂
」
の
王
逸
注

に
「
激
、
清
声
也
(
激
は
、
清
声
な
り
ご
と
あ
る
の
に
拠
る
。

⑦
呉
都
賦
日

i

左
忠
の
賦
。
『
文
選
紗
』
の
引
用
箇
所
は
『
文
選
』

巻
五
「
同
一
〈
都
賦
」
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
一
訳
で
は
な
く
、
「
呉

都
賦
」
本
文
に
「
増
岡
重
組
、
列
真
之
字
。
玉
堂
対
書
、
石
室
棺
距
。

(
増
る
同
の
重
な
り
阻
し
く
、
列
真
の
宇
あ
り
。
玉
堂
蓄
を
対
え
て
、

そ
こ
の
李
善
注
に
「
石
室
、
他
人
居
也

と
あ
る
。
『
文
選
紗
』
本
文
は
丙

石
室
相
距
た
る
)
」

(
石
室
は
、

と
あ
り
、

仙
人
の
居
る
な
り
ご

者
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

③
至
道
道
の
極
地
。

『
萄
子
』

儒
数
篇
に

「
以
従
俗
為
善
、

以
貨

九
三
頁
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財
為
宝
、
以
養
生
為
己
至
道
、
是
民
徳
山
む
(
俗
に
従
う
を
以
て
善
を

為
し
、
貨
財
を
以
て
宝
を
為
し
、
養
生
を
以
て
己
の
至
道
を
為
す
は
、

是
れ
民
の
徳
な
り
ご
と
あ
り
、
こ
の
笛
所
の
楊
保
注
に
「
養
生
為
己

至
道
。
謂
荘
生
之
徒
。
民
徳
言
不
知
礼
義
也
(
養
生
は
己
の
至
道
を

為
す
。
荘
生
の
徒
を
謂
う
。
民
徳
は
礼
義
を
知
ら
ざ
る
を
言
う
な
り
ご

と
あ
る
の
に
拠
る
。

⑨
鮮
潔
白
く
清
ら
か
な
る
さ
ま
。
班
徒
仔
「
怨
詩
」
に
「
新
裂

斉
仇
素
、
鮮
潔
如
霜
雪
(
新
た
に
斉
の
紘
素
を
裂
け
ば
、
鮮
潔
霜
雪

の
如
し
ご
と
あ
る
の
に
拠
る
。

15 

日
{
去
失
従
所
欲

得
失
非
外
奨
}

①

②

 

李
基
同
日
、
陸
機
招
総
詩
臼
、
税
駕
従
所
欲
。
李
蒸
遠
運
命
論
臼
、

③
 

得
与
失
執
賢
。
謝
霊
運
擬
鄭
中
詩
日
、
客
心
非
外
奨
。
小
雅
日
、
奨

勧
也
。

@
 

紗
目
、
言
処
所
既
如
此
我
願
穏
去
従
我
願
欲
也
。
得
即
穏
士
。
失
、

③
 

即
世
事
牽
心
既
忘
。
得
失
、
不
為
外
所
。
奨
勧
。
使
迷
於
世
俗
中
出
。

立
日
決
、
奨
、
子
両
反
。

九
四
頁

@
 

張
銑
目
、
ニ
一
一
口
去
従
所
欲
之
至
道
。
得
失
、
由
心
。
非
外
物
所
能
奨

勧
也
。陸
善
経
日
、
言
得
失
倶
忘
、
非
仮
外
勧
。

李
善
日
く
、
陸
機
の
招
隠
詩
に
日
く
、
駕
を
税
き
て
欲
す
る
所
に

従
わ
ん
、
と
。
李
斎
遠
の
運
命
論
に
日
く
、
得
と
失
と
は
執
れ
か
賢

な
る
、
と
。
謝
霊
運
の
擬
鄭
中
詩
に
臼
く
、
客
心
は
外
奨
に
非
、
ず
、

と
。
小
雅
に
日
く
、
奨
は
勧
む
る
な
り
と
、
と
。

紗
に
日
く
、
言
う
こ
こ
ろ
は
既
に
此
の
如
く
我
の
穏
れ
去
ら
ん
と

願
う
と
こ
ろ
に
従
う
処
所
な
り
。
即
ち
隠
士
と
な
る
を
得
る
な
り
。

失
は
、
郎
ち
世
事
の
心
を
牽
く
こ
と
既
に
忘
る
。
得
失
は
、
外
所
に

為
さ
ず
。
奨
は
、
勧
む
る
な
り
。
世
俗
の
中
よ
り
迷
わ
し
む
る
な
り
、

レ
ι
。立

日
決
に
、
奨
は
、
子
両
の
反
、
と
。

張
銑
日
く
、
言
う
こ
こ
ろ
は
去
は
欲
す
る
所
に
従
い
至
道
に
之
く
。

得

失

は

、

外

物

の

能

く

奨

勧

す

る

所

に

非

ざ

る

な

り

、

シ」。

心
に
由
る
。

陸
選
口
経
日
く
、
言
う
こ
こ
ろ
は
得
失
倶
に
忘
る
る
は
、

を
仮
る
に
非
ず
、
と
。

外
の
勧
め
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「

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

〉

「
善
臼
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
銑
白
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
川
本
〉

「
奨
勧
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

。。
奨張i
勧銑
也|日

〔
訳
]

「
陸
機
の
「
招
隠
詩
」
は
言
う
、
『
世
俗
で
の
活
動

自
分
の
望
む
こ
と
に
む
か
っ
て
い
こ
う
』
と
。
李
斎
遠

「
運
命
論
」
に
一
一
=
口
う
、
『
得
と
失
は
ど
ち
ら
が
賢
い
か
』
と
。
謝
霊

遠
の
「
擬
郭
中
詩
」
に
い
う
、
『
私
の
心
は
景
物
に
は
求
め
ら
れ
な
い
』

と
。
『
小
雅
』
に
い
う
、
『
奨
は
勧
め
る
こ
と
で
あ
る
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
目
的
は
既
に
こ
の
よ
う
に
、
自
身
を
憶
し

た
い
と
思
う
心
に
従
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
心
に
従
う
と
い
う
こ

と
は
つ
ま
り
仙
人
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
中
矢
は
、
世
俗
に
対
す
る
未

練
を
既
に
忘
れ
去
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
得
る
こ
と
や
失
う
こ
と

は
、
世
俗
を
脱
し
た
と
こ
ろ
に
は
生
じ
な
い
。
奨
は
、
勧
め
る
こ
と

で
あ
る
。
俗
世
の
中
で
人
を
惑
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
。

李
基
口
は
い
う
、

を
休
ん
で
、

σ〉

『
文
選
集
注
』
江
沌
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七
)

許
徴
若
(
自
序
)
鈎
(
荒
川

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
「
奨
は
、

張
銑
は
い
う
、
「
去
は
自
分
の
望
む
こ
と
に
の
っ
と
っ
て
、
道
の
境

地
に
行
く
こ
と
で
あ
る
。
得
る
こ
と
と
と
失
う
こ
と
は
心
に
拠
る
も

の
で
あ
り
、
世
俗
か
ら
の
誘
惑
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
。

陸
善
経
は
い
う
、
「
得
る
こ
と
も
失
う
こ
と
も
共
に
忘
れ
る
に
は
、

世
俗
か
ら
の
誘
惑
を
非
と
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。

子
両
の
反
」

と

注①
陸
機
招
隠
詩
臼
『
文
選
』
巻
二
十
二
陸
機
「
招
偲
詩
」
の
最

後
の
二
句
に
陸
機
自
身
の
「
富
貴
荷
難
図
、
税
駕
従
所
欲
(
富
貴
は
務

に
図
り
難
し
、
駕
を
税
き
て
欲
す
る
所
に
従
わ
ん
ご
と
穏
遁
へ
の
撞

れ
が
一
一
拡
じ
ら
れ
て
い
る
。

②
李
薫
遠
運
命
論
日
貌
の
李
康
が
記
し
た
「
運
命
論
」
は
『
文

選
』
巻
五
十
三
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
世
の
「
命
」
に
よ
る
支

配
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
文
章
で
あ
る
。
た
だ
し
李
善
注
の
引
用
笛

所
は
、
得
と
失
の
二
元
論
を
述
べ
て
い
る
文
章
と
し
て
の
引
用
で
あ

る
た
め
、
「
運
命
論
」
は
当
該
詩
の
解
釈
と
直
接
的
な
関
係
は
な
い
。

③
謝
霊
運
擬
鄭
中
詩
謝
霊
運
が
王
祭
を
擬
し
て
作
っ
た
詩
。
旅

行
の
さ
な
か
、
「
温
湾
自
可
美
、
客
心
非
外
奨
(
泣
と
津
は
自
ら
美
と

九
五
頁
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す
べ
き
も
、
客
心
は
外
奨
に
あ
ら
ず
)
」
と
、
荊
州
の
美
し
い
景
色
を

見
て
も
、
旅
人
で
あ
る
私
の
心
の
憂
い
は
拭
え
な
い
と
述
べ
る
。

④
磁
土
仙
人
の
こ
と
。
左
思
「
招
隠
詩
」
に
「
杖
策
招
隠
士
、

荒
塗
横
古
今
。
巌
穴
無
結
構
、
丘
中
有
鳴
琴
(
策
を
杖
い
て
隠
士
を

招
か
ん
と
す
、
荒
塗
に
古
今
横
た
わ
る
。
巌
穴
に
結
構
無
く
も
、
丘

中
に
鳴
琴
有
り
ご
と
、
隠
士
を
訪
ね
る
た
め
に
巌
穴
へ
と
行
く
場
面

が
あ
る
。
巌
穴
は
石
室
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
留
ま
る
の
は
仙
人

で
あ
る
。

⑤
得
失
世
俗
に
お
け
る
得
る
こ
と
と
失
う
こ
と
。
用
例
と
し
て

陶
猟
明
「
祭
従
弟
敬
遠
文
」
で
陶
淵
明
が
い
と
こ
の
死
を
悼
み
「
心

遺
得
失
。
情
不
依
世
(
心
は
得
失
を
遺
れ
、
情
は
世
に
依
ら
ず
ご
と

述
懐
す
る
場
面
が
あ
る
。

⑥
外
物
道
に
到
達
す
る
た
め
に
世
俗
か
ら
離
れ
る
こ
と
。
『
荘
子
』

大
宗
師
篇
に
、
女
偶
か
ら
道
を
学
び
続
け
た
ト
梁
侍
が
「
参
日
雨
後

能
外
天
下
(
参
日
市
る
後
、
能
く
天
下
を
外
る
ご
と
天
下
か
ら
離
れ

て
、
さ
ら
に
「
七
日
而
後
能
外
物
(
七
日
市
る
後
能
く
物
を
外
る
ご

と
肉
体
か
ら
脱
す
る
場
面
が
あ
る
。
道
を
学
ぶ
事
に
よ
っ
て
世
俗
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

九
六
頁

口

問

{

至

哉

操

斤

客

重

明

間

巳

朗

}

I
I
I
E
1

①
 

李
善
日
、
荘
子
日
、
荘
子
送
葬
、
過
恵
子
之
墓
。
顧
謂
従
者
日
、

部
人
望
壌
其
鼻
端
若
蝿
翼
。
使
匠
石
断
之
。
匠
石
運
斤
成
風
、
聴
市

新
之
。
尽
室
市
鼻
不
傷
。
部
人
立
不
失
容
。
宋
元
君
関
之
、
召
匠
石

田
、
嘗
試
為
寡
人
為
之
。
匠
石
田
、
臣
則
嘗
能
新
之
。
難
然
臣
質
死

久
失
。
自
夫
子
之
死
、
五
口
元
以
為
質
失
。
五
口
元
与
言
也
。

立
日
決
、
操
、
七
刀
反
。
重
、
逐
竜
反
G

l
i
s
-
-
1
1
1
1

②

③

 

李
周
翰
目
、
至
、
極
也
。
極
哉
、
歎
之
砲
。
有
望
人
汚
漫
其
鼻
、

@
 

庄
石
操
斤
新
之
。
汚
尽
市
不
傷
、
是
二
人
棺
明
。
故
日
重
明
。
題
、

謂
国
如
是
。
朗
、
明
也
。
③

@

 

陸
善
経
臼
、
部
人
為
質
。
重
明
、
発
煽
。
固
巴
、
清
焼
。

李
善
日
く
、
荘
子
に

B
く
、
荘
子
葬
を
送
り
、
恵
子
の
墓
に
過
る
。

顧
み
て
従
者
に
謂
い
て
臼
く
、
部
人
の
窒
も
て
其
の
鼻
端
に
填
る
こ

と
蝿
の
翼
の
若
し
。
匠
石
を
し
て
之
を
断
ら
し
む
。
匠
石
は
斤
を
運

ら
せ
風
を
成
し
、
聴
せ
て
之
を
斬
る
。
霊
を
尽
く
せ
ど
も
鼻
は
傷
つ

か
ず
。
部
人
立
ち
て
容
を
失
わ
ず
。
宋
元
君
之
を
回
聞
き
、
匠
石
を
召

し
て
日
く
、
嘗
試
に
寡
人
の
為
に
之
を
為
せ
と
。
一
証
石
臼
く
、
庄
則



ち
嘗
て
能
く
之
を
斬
る
。
然
り
と
雌
ど
も
臣
の
質
は
死
し
て
久
し
、

と
。
夫
子
の
死
よ
り
、
五
口
以
て
賓
と
為
す
は
元
し
。
五
口
与
に
言
う
元

き
な
り
と
、
と
。

音
決
に
、
操
は
、
七
刀
の
反
。
重
は
、
逐
竜
の
反
、
と
。

李
周
翰
臼
く
、
至
は
、
極
な
り
。
極
哉
は
、
之
を
歎
ず
る
な
り
。

室
人
は
其
の
鼻
を
汚
漫
し
、
匠
石
は
斤
を
操
り
て
之
を
新
る
有
り
。

汚
れ
の
尽
せ
ど
も
傷
つ
か
、
さ
る
は
、
是
れ
二
人
棺
い
明
る
け
れ
ば
な

り
。
故
に
重
明
と
日
う
。
国
は
、
回
よ
り
是
の
如
き
を
謂
う
。
朗
は
、

明
ら
か
な
り
、
と
。

陸
善
経
日
く
、
部
人
は
一
演
と
為
る
。

り
己
に
は
、
清
朗
な
り
、
と
。

発
障
な
り
。

重
明
は
、

毘
よ

。〔
李|校
善i勘
日目]

「

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

〉

「
善
臼
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本

0 
竣i

「漫」

建
州
本
〉

O
匠
石
断
之

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七

許
徴
君
(
自
序
)
拘
(
荒
川

O
五
口
元
以
為
質
失
「
五
口
無
以
為
質
失
」

監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
五
口
元
与
言
塩
「
五
口
無
与
言
也
」

本
・
明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
李

周

翰

日

「

翰

臼

」

建
州
本
〉

O
汚
尽
苅
不
傷

本
・
建
州
本
〉

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
因
子

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
昌
子
監

〈
棟
八
郊
本
・
明
州
本
・
秀
州
本

「
汚
尽
而
不
傷
鼻
」

〈
棟
八
郎
本
・
明
川
本
・
秀
州

[
訳
]
李
基
口
は
い
う
、
「
『
荘
子
』
に
い
う
、
『
荘
子
は
野
辺
送
り
を
し
終
え

て
、
恵
子
の
墓
に
立
ち
寄
っ
た
。
振
り
返
っ
て
従
者
た
ち
に
向
か
っ

て
い
う
、
『
野
人
は
、
し
つ
く
い
を
自
分
の
鼻
の
端
に
蝿
の
羽
ほ
ど
の

僅
か
に
塗
っ
た
。
匠
石
に
こ
れ
を
切
ら
せ
た
。
匠
石
は
斧
を
風
を
生

む
よ
う
に
自
在
に
操
り
そ
の
し
つ
く
い
を
削
っ
た
。
削
り
終
え
て
も

鼻
に
傷
が
つ
く
こ
と
な
く
、
郭
人
は
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
。
宋
の

元
君
は
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
一
位
石
を
召
し
て
、
『
試
し
に
私
の
た
め

に
例
の
技
を
し
て
み
よ
』
と
一
一
言
っ
た
。
匠
石
は
、
『
私
は
か
つ
て
し
つ

く
い
を
削
る
技
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
し

九
七
頁
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。

っ
く
い
の
土
台
の
よ
う
に
頼
れ
る
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
部
人
が
と
う

の
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
』
と
。
恵
子
が
死
ん
で
し
ま

っ
て
か
ら
は
、
私
も
部
人
の
よ
う
な
よ
り
ど
こ
ろ
が
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
私
は
話
し
合
う
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
』
と
」

とと
=司

文
選
三笠二
日

決
色=

し¥

フ

「
操
は
、

七
万
の
反
。
重
は
、

逐
竜
の
反
」

李
周
翰
は
い
う
、
「
至
は
、
極
め
て
甚
だ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
極
哉

と
は
、
こ
の
甚
だ
し
さ
に
感
心
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
望
人
は
自
身

の
鼻
を
汚
し
、
一
足
石
は
一
片
を
操
っ
て
し
つ
く
い
を
削
る
。
し
つ
く
い

が
出
ら
れ
て
無
く
な
っ
て
も
、
鼻
に
傷
が
つ
か
な
か
っ
た
の
は
、
二

人
が
お
互
い
に
知
り
尽
く
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
重
明
と

言
う
の
だ
。
回
は
、
ま
こ
と
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
を
言
う
。
娯
は
、

明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
」
と
。

重
明
は
、
輝

固
に
己
に
は
、
清
く
明
ら
か
な
様
子

陸
善
経
は
い
う
、
「
部
人
は
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。

き
を
発
散
す
る
こ
と
で
あ
る
。

と。

で
あ
る
」

〔注〕

九
八
頁

①
荘
子
目
、
荘
子
送
葬
j

李
善
注
は
『
荘
子
』
徐
元
鬼
篇
か
ら

引
用
で
あ
る
。
心
底
理
解
し
合
う
友
を
失
う
こ
と
の
虚
無
を
記
し
て

い
る
。
な
お
『
世
説
新
語
』
傷
逝
篇
で
は
、
東
晋
の
支
遁
が
友
で
あ

る
法
度
を
失
っ
た
際
に
、
「
昔
匠
石
廃
斤
於
邸
入
、
牙
生
較
絃
於
鍾
子

(
昔
匠
石
は
斤
を
郡
人
に
廃
し
、
牙
生
は
絃
を
鍾
子
に
綴
む
ご
と
、

当
該
の
内
容
と
「
知
音
」
の
故
事
で
知
ら
れ
る
佑
牙
と
鐘
子
期
の
関

係
が
並
列
さ
れ
て
い
る
場
面
が
あ
り
、
一
一
一
一
口
葉
を
発
さ
ず
と
も
理
解
し

合
え
る
仲
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

②
極
甚
だ
し
い
こ
と
『
易
b

坤
卦
に
「
至
哉
坤
元
、
万
物
資
生
(
至

れ
る
か
な
坤
元
、
万
物
資
り
て
生
ず
ご
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
至
、

極
也
(
至
は
、
極
な
り
ご
と
あ
る
の
に
拠
る
。

③
汚
漫
「
漫
」
は
「
填
」
の
仮
借
。
「
壌
」
は
塗
る
事
で
あ
り
、

塗
っ
て
汚
く
す
る
と
い
っ
た
意
味
。

④
重
明
王
先
謙
『
哲
子
集
解
』
到
士
篇
に
「
重
明
」

り
、
そ
の
注
に
「
既
明
、
又
使
明
也
(
既
に
明
な
る
を
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。

の
語
が
あ

又
た
明
せ

し
む
ご
⑤
質
『
荘
子
集
釈
』
成
玄
英
の
疏
に
「
質
、
対
也
。
匠
石
雄
巧
、

必
須
不
動
之
質
(
質
は
、
対
な
り
。
匠
石
巧
と
錐
も
、
必
ず
不
動
の
質

を
須
る
ご
と
あ
る
。
技
巧
を
こ
な
す
の
に
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
、



よ
り
ど
こ
ろ
と
一
訳
し
た
。

⑤
清
甥
清
く
澄
ん
で
い
る
様
子
。
『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
「
非

唯
使
人
情
問
問
機
。
亦
覚
日
月
清
朗
(
唯
だ
人
を
し
て
情
を
間
関
き
機
が

し
む
る
の
み
に
非
ず
。
亦
た
日
月
の
清
朗
な
る
を
覚
ゆ
ご
と
あ
り
、

空
の
澄
ん
で
い
る
様
子
を
詠
ず
る
際
に
使
用
さ
れ
る
の
に
拠
る
。
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初
{
五
難
既
漉
落
超
迩
絶
塵
網
}

手間 味此
也紗不一李
。日絶難善
、也|日

ユ丞

去
七包此
。五声(D養φ

難色生
也l不有
。去五

実在

j麗此
四喜α同]Cり
散難怒秀
也也|不難
。 。除替

超神、康

跡慮此養
、精i二生
散難論
、出!日

此
三名
難手IJ
ml不
。滅i
滋③

③
 

一
口
超
越
其
跡
、
絶
去
世
事
麗

陸呂
善延
経済
白日|難

那
旦
反
。
一
灘
、
所
寅
反
。

塵
網
、
輪
代
事
也
。
圭
一
口
脱
落
五
難
、
超
然
絶
代
事
也
。

漉
落
、
捧
漉
市
散
落
也
。

音
決
、

李
基
口
〔
口
く
、
向
秀
の
難
税
山
康
養
生
論
に
日
く
、
養
生
に
五
難
有
り
。

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
七
)

許
徴
君
(
自
序
)
拘
(
荒
川
)

此
れ
一
難
な
り
。
喜
怒
除
か
ず
、
比
れ
二
難
な
り
。

此
れ
三
難
な
り
。
、
滋
味
絶
え
ず
、
此
れ
四
難
な
り
。

此
れ
五
難
な
り
と
、
と
。

一
織
は
、
散
な
り
。
超
跡
は
、
遠
く
に
去
る
な
り
。
ニ
一
一
口

う
こ
こ
ろ
は
其
の
跡
を
超
越
す
る
は
、
世
一
事
の
塵
綱
を
絶
去
せ
ん
と

す
る
な
り
、
と
。

名
利
減
び
ず
、

声
色
去
ら
ず
、

神
慮
精
散
す
、

紗
に
日
く
、

立
日
決
に
、
難
は
、
那
呂
一
の
反
。
一
撲
は
、
所
寅
の
反
、
と
。

呂
延
済
臼
く
、
建
網
は
、
代
事
に
喰
う
る
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は

五
難
を
脱
落
す
る
は
、
超
然
と
し
て
代
事
を
絶
た
ん
と
す
る
な
り
、

と。
陸
善
経

B
く、

一
様
落
は

揮
一
躍
し
て
散
落
す
る
こ
と
な
り
、

と

。〔
李|校
善Ii勤
日I L-J 

「

〈

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監

本

〉

「
善
日
」
〈
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

O
名
利
不
滅
「
名
利
不
減
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
一

難

也

ご

難

」

・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本

九
九
頁
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二

O
一五

O
二

難

也

ご

一

難

」

・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
一
二
難
山
泊
三
二
難
」

.
秀
川
本
・
建
州
本
〉

O
四
難
山
也
「
四
難
」

.
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
精
散
「
消
散
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀

川
本
・
建
州
本
〉

O
五
難
也
「
五
難
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
因
子
監
本
・
明
州
本

.
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
呂

延

済

自

「

済

日

」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州
本

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
因
子
監
本
・
明
州
本

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州

本〉O

「

養

生

有

五

難

。

一

日

喜

怒

。

三

日

滋

味

。

浮
。
五
日
消
散
。
」
呂
延
済
注
に
上
記
の
文
章
が
存
在
す
る
も
の

八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
代
事
「
世
事
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
超
然
「
超
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
絶
「
絶
去
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

二
日
声
色
。

四
日
神〈陳

〔
訳
]
李
基
口
は
い
う
、
「
向
秀
の
「
難
替
康
養
生
論
」
に
い
う
、
『
生
を
養

う
中
で
五
つ
の
難
点
が
あ
る
。
名
誉
と
利
益
が
減
ら
な
い
こ
と
、
こ

れ
が
一
つ
自
の
難
点
。
正
常
な
感
情
で
は
な
い
喜
び
と
怒
り
が
取
り

徐
か
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
二
つ
自
の
難
点
。
音
楽
と
色
好
み
か
ら

逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
三
つ
自
の
難
点
。
美
味
を
求
め
続
け

る
こ
と
、
こ
れ
が
四
つ
の
自
の
難
点
。
そ
し
て
精
神
が
散
漫
に
な
る

こ
と
、
こ
れ
ら
五
つ
の
難
点
で
あ
る
』
と
」
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
「
漉
は
、
散
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
超
跡
は
、

世
俗
か
ら
遠
く
へ
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
世
俗
を
超
え
る
と
は
、

こ
の
世
の
し
が
ら
み
を
拒
絶
し
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
「
難
は
、
那
旦
の
反
。
一
灘
は
、
所
寅
の
反
」

と。
呂
延
済
は
い
う
、
「
塵
網
は
、
世
俗
の
喰
え
で
あ
る
。
こ
の
句
は
、

仙
人
に
な
る
の
を
妨
げ
る
五
つ
の
欲
心
を
振
り
は
ら
っ
て
、
外
部
の

影
響
を
受
け
ず
世
俗
と
の
関
わ
り
を
断
つ
こ
と
で
あ
る
」
と
。

陸
善
経
は
い
う
、
「
漉
落
は
、
締
一
践
に
振
り
払
っ
て
落
と
す
こ
と
で

と。

あ
る
」



注①
向
秀
難
替
康
養
生
論
向
秀
に
よ
る
怒
康
「
養
生
論
」
を
批
評

し
た
文
章
。
逸
文
。
税
山
康
は
さ
ら
に
そ
の
文
章
に
対
し
「
答
向
子
期

難
養
生
論
」
で
反
論
し
た
。
『
文
選
集
注
』
の
引
用
笛
一
的
は
「
答
向
子

期
難
養
生
論
」
か
ら
の
引
用
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。

②
養
生
生
を
養
う
と
は
、
道
に
近
づ
く
事
で
あ
り
、
言
い
か
え

れ
ば
仙
人
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
税
山
康
「
養
生
論
」
で
は
仙
人
の
存

在
を
認
め
、
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
事
に
よ
り
仙
人
に
近
け
る
こ
と

を
説
く
。

③

喜

怒

怒

康

の

い
事
例
と
し
て

あ
る
。

「
養
生
論
」
の
中
で
養
生
を
成
し
遂
げ
ら
れ
な

「
喜
怒
惇
其
正
気
(
喜
怒
は
其
の
正
気
を
惇
す
ご
と

④
声
色

色
是
れ
耽
る
)

⑤
滋
味
美
味
。
宮
康
の
「
養
生
論
」

(
滋
味
其
の
府
臓
を
煎
る
ご
と
あ
る
。

⑤
慶
網
世
俗
の
し
が
ら
み
。
例
え
ば
陶
猟
明
「
帰
園
田
居
」
其

一
に
「
少
無
適
俗
韻
、
性
本
愛
丘
山
。
誤
落
塵
網
中
、
一
去
十
三
年

(
少
く
し
て
俗
に
適
う
の
韻
無
く
、
性
本
よ
り
丘
山
を
愛
す
。
誤
り

好
色
。

「
声
色
是
枕

(
土
問
ノ

愁
康
の

と
あ
る
。

「
養
生
論
」

の
中
で

。コ
中
で

「
滋
味
煎
其
府
臓

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
ヒ
)

許
徴
沼
(
自
序
)
拘
(
荒
川

て
塵
網
の
中
に
落
ち
、
一
た
び
去
る
こ
と
十
三
年
ご
と
あ
り
、
世
俗

の
束
縛
を
表
現
し
て
い
る
。

⑦
代
事
世
事
。
「
世
」
は
唐
太
宗
李
世
民
の
誌
で
あ
る
た
め
、
「
代
」

を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」

(二

O
一
四
l

一
五
年
度
)
演
習
参
加
者
(
五
十
音
傾
)

小字荒荒
田賀)11 井二
神

王重力自
野藤

秀悠槽健
太
連
旺
文
彬
宏
一

(
あ
ら
い
・
れ
い
)

(
あ
ら
か
わ
・
ゅ
う
)

許
諦
担
当

(
う
が
じ
ん
・
し
ゅ
う
い
ち
)

(
お
だ
・
け
ん
た
)

(
お
う
・
れ
ん
お
う
)

(
か
と
う
・
ふ
み
あ
き
)

(
し
げ
の
・
ひ
ろ
か
ず
)

一
O
一
真
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